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石
牟
礼
道
子
『
苦
海
浄
土
』
の
往
還
道
（O

dysseia
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§
１　

序　

「
お
そ
ら
く
は
こ
の
世
に
下
さ
れ
た
存
在
の
錘
鉛
と
で
も
い
う
べ
き
人
び

と
」１
、
石
牟
礼
道
子
が
そ
の
私
小
説
『
苦
海
浄
土
』
三
部
作
２
で
そ
う
呼
ん

だ
の
は
、
水
俣
病
患
者
と
そ
の
家
族
の
こ
と
で
あ
る
（
以
下
、『
苦
海
』
と
略
記
、

二
三
六
頁
）。

水
俣
湾
沿
い
に
住
ま
い
、
漁
業
を
生
業
と
し
て
暮
ら
し
た
、
そ
の
人
び
と
が

見
せ
る
姿
は
、
石
牟
礼
が
「
死
に
ゆ
く
魂
の
哀
憐
さ
に
化
身
し
て
語
ろ
う
と

す
る
も
の
」３（『
苦
海
』、
二
三
三
頁
）
と
自
己
規
定
し
て
著
わ
し
た『
苦
海
浄
土
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3 

拙
稿
の
タ
イ
ト
ル
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
関
連
す
る
が
、
引
用
箇
所
の
前
後
は
以

下
で
あ
る
。

い
つ
の
世
紀
に
お
い
て
も
、
人
身
御
供
は
、
も
っ
と
も
か
よ
わ
い
魂
と
無
防
備
な

生
活
者
た
ち
が
選
ば
れ
る
。
死
に
ゆ
く
魂
の
哀
憐
さ
に
化
身
し
て
語
ろ
う
と
す
る

も
の
は
、
同
行
の
道
行
を
た
ど
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。（『
苦
海
』、
二
三
三
頁
、cf. 

三
四
九

頁
）

　

こ
れ
は
、
石
牟
礼『
苦
海
浄
土
』と
ホ
メ
ロ
ス『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』と
の
異
同
に
か

し
て
、
簡
潔
明
瞭
な
説
明
と
な
る
箇
所
で
も
あ
る
。
一
族
で
栄
誉
を
残
し
た
者
と
そ

の
始
祖
と
の
名
を
も
っ
て「
自
分
は
誰
か
」を
公
け
に
宣
言
し
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ホ

メ
ロ
ス
作
品
と
異
な
り
、
石
牟
礼
は
作
者
に
し
て
作
品
の
登
場
人
物
、
つ
ま
り
、
そ

う
し
た
仕
方
で
名
も
な
き
民
に「
同
行
」す
る
ひ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
同
行
の
仕
方
は
、
古
く
か
ら
石
牟
礼
や
そ
の
作
品
と
付
き
合
い
の
あ
る

渡
辺
が「『
苦
海
浄
土
』の
世
界
」で
回
想
し
つ
つ（『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
』、
八
〜
十
一

頁
）、
彼
女
の
言
葉
を
引
い
て
こ
う
記
し
て
い
る
。「
だ
っ
て
、
あ
の
人
が
心
の
中
で

言
っ
て
い
る
こ
と
を
文
字
に
す
る
と
あ
あ
な
る
ん
だ
も
の
」 （『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
』、

十
五
頁
）。
こ
の
点
に
か
ん
し
て
は
、
併
せ
て
河
出
書
房
新
社
版『
苦
海
浄
土
』に
付
さ

れ
た
池
澤
夏
樹
「
解
説　

不
知
火
海
の
古
代
と
近
代
」（
以
下
、
池
澤
解
説
と
略
記
）の

七
五
九
頁
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1 

渡
辺
京
二『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
：
石
牟
礼
道
子
の
宇
宙
』（
弦
書
房
、
二
〇
一
三

年
）に
収
め
ら
れ
た「『
苦
海
浄
土
・
第
二
部
』の
真
価
」の
一
六
六
頁
を
参
照
。

2 

使
用
テ
キ
ス
ト
は
、
石
牟
礼
道
子『
苦
海
浄
土
』三
部
作（
池
澤
夏
樹
＝
個
人
編
集
、

世
界
文
学
全
集
III
│

04
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
一
年
）。
渡
辺
は
彼
女
の
表
現
に
か
ん
し

て
そ
の
秘
密
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

実
を
い
え
ば『
苦
海
浄
土
』は
聞
き
書
き
な
ぞ
で
は
な
い
し
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で

す
ら
な
い
。
ジ
ャ
ン
ル
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
作
品
成
立
の
本
質

的
な
内
因
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
何
か
と
い
え
ば
、
石
牟
礼
道
子

の
私
小
説
で
あ
る
。（
渡
辺「『
苦
海
浄
土
』の
世
界
」、『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
』所
収
、

十
三
頁
）

　

あ
る
い
は「
英
雄
の
い
な
い
叙
事
詩
」と
も
評
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
金
井
景
子

「
檄
文
と
叙
事
詩
の
間
に
：
石
牟
礼
道
子『
苦
海
浄
土
』を
読
む
」（『
現
代
思
想
』、
５
月
臨

時
増
刊
号
、
青
土
社
、
二
〇
一
八
年
）の
一
三
〇
頁
を
参
照
。
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の
な
か
で
描
き
だ
さ
れ
た
。
第
一
部
「
苦
海
浄
土
」
は
一
九
六
九
年
、
第
三

部
「
天
の
魚
」
が
一
九
七
四
年
、
二
〇
〇
四
年
に
第
二
部
「
神
々
の
村
」
が
公

刊
さ
れ
、『
苦
海
浄
土
』
は
完
結
す
る
４
。

神
社
の
鳥
居
や
狛
犬
を
作
る
「
石
工
」
の
娘
と
し
て
５
石
牟
礼
が
天
草
の

地
で
三
月
十
一
日
に
生
ま
れ
た
一
九
二
七
年
は

│
幼
少
の
こ
ろ
、
水
俣
に

移
住

│
（『
苦
海
』、
ｉ
頁
、
七
五
七
頁
）、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
Ｊ
・
Ｊ
・
ヴ
ィ
ト

ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
共
に
二
十
世
紀
最
大
の
哲
学
者
と
目
さ
れ
た
マ
ル
テ
ィ

ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
そ
の
主
著
『
存
在
と
時
間
』
を
公
刊
し
た
年
で
あ
る
。

彼
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
エ
ー
ト
ス
の
原
義
を「
住
ま
う
」こ
と
と
説
明
し
６
、「
倫

理
学
（Ethik

）」
の
こ
と
を
「
エ
ー
ト
ス
の
学
知
（

）」
と
訳
し
て

そ
の
原
義
を
強
調
し
て
い
た
が
７
、
こ
の
観
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
人
び
と
が

暮
ら
す
場
所
の
エ
ー
ト
ス
は
土
地
柄
、
習
俗
と
な
り
、
そ
の
場
所
に
暮
ら
す

人
び
と
の
エ
ー
ト
ス
は
地
元
民
な
り
の
気
質
に
な
る
。
こ
う
し
て
命
あ
る
わ

れ
わ
れ
人
間
が
命
あ
る
動
植
物
と
共
に
地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
住
ま

い
、
エ
ー
ト
ス
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
へ
の
学
的
問
を
「
生
命
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4 

河
出
書
房
新
社
版
『
苦
海
浄
土
』
の
「
石
牟
礼
道
子
年
譜
」
と
「
奥
付
き
」
右
頁
の

注
記
を
参
照
。
石
牟
礼
本
人
も
登
場
す
る
、
土
本
典
昭
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
作
品（
東
プ
ロ
）『
水
俣
：
患
者
さ
ん
と
そ
の
世
界
』（D

V
D

版
、
株
式
会
社
シ
グ
ロ
、

二
〇
〇
六
年
）
は
、
第
一
部
「
苦
界
浄
土
」
公
刊
の
一
九
六
九
年
と
第
三
部
「
天
の
魚
」

公
刊
の
一
九
七
四
年
の
あ
い
だ
、
一
九
七
一
年
の
公
開
で
あ
っ
た
。

5 

石
牟
礼
道
子
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
花
ふ
ぶ
き
生
死
の
は
て
は
知
ら
ざ
り
き
：
里

海
の
世
界
」（
聞
き
手
鎌
田
東
二
、http://kokoro.kyoto-u.ac.jp/jp/kokoronom

irai/
kokoro_vol14_p2_p13.pdf

）
を
参
照
。

6 
M

. H
eidegger, 

, K
losterm

ann, 2010

（1949

）, S. 48.

7 
M

. H
eidegger, 

, G
A

20, V. K
losterm

ann, 
1995, S. 1. 

た
だ
し
、〝

〞
の
由
来
が
〝ēthos

〞
だ
と
い
う
指
摘
は
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
も
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
で
確
認
し
て
い
た
語
源
俗
解
の
一
種
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
か
ん
し
て
は
、
神
崎
繁
訳
『
新
版
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
15　

ニ
コ
マ
コ

ス
倫
理
学
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
の
六
五
頁
、
訳
注
（
１
）
を
参
照
。

倫
理
学
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
８
。

こ
こ
に
〈
水
俣
の
生
命
環
境
倫
理
学
〉９
を
論
じ
う
る
所
以
が
あ
る
。

　

…
…
そ
の
先
に
待
つ
の
は
エ
ー
ト
ス
そ
れ
自
体
の
脱
底
だ
が
。

関
連
し
て
日
本
の
環
境
倫
理
学
を
特
徴
づ
け
て
お
け
ば
、
米
国
か
ら
輸
入

さ
れ
た
官
学
の
「
生
命
倫
理
学
」
と
成
立
事
情
が
異
な
り
10

、
そ
れ
は
宇
井

純
『
公
害
原
論
』（
一
九
七
一
年
）
な
ど
「
公
害
学
の
歴
史
」
の
な
か
で
醸
成
さ

れ
11

、
し
た
が
っ
て
「
生
命
が
育
ま
れ
る
環
境
を
吟
味
す
る
倫
理
学
」
と
し

て
形
成
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
公
害
学
の
蓄
積
に
よ
っ
て
和
製
の
生
命
環
境

倫
理
学
は
、日
本
列
島
の
さ
ま
ざ
ま
な
風
土
と
そ
の
表
裏
に
そ
く
し
な
が
ら
、

独
自
の
学
と
し
て
内
発
的
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
わ
け
だ
。

石
牟
礼
『
苦
海
浄
土
』
の
な
か
で
水
俣
病
患
者
の
家
族
が
つ
ぶ
や
い
た
言

葉
「
往
還
道
」（『
苦
海
』、
三
四
五
頁
）
を
論
文
名
に
借
用
し
た
本
稿
「
石
牟
礼
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8 

横
地
ほ
か
編
著
『
映
画
で
考
え
る
生
命
環
境
倫
理
学
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
九
年
）

を
参
照
。

9 

関
連
し
て
渡
辺
は
こ
う
説
明
し
て
い
る
。

彼
女
の
作
品
に
説
教
節
や
能
に
通
じ
る
古
典
的
夢
幻
性
が
濃
厚
な
の
は
誰
し
も
認

め
る
事
実
だ
け
れ
ど
も
、
一
方
、
現
代
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
、
た
と
え
ば
ガ
ル

シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
の
よ
う
な
土
俗
性
を
帯
び
た
前
衛
文
学
と
の
相
似
を
指
摘
す
る

声
も
あ
る
。
ソ
ロ
ー
を
原
点
と
す
る
環
境
文
学
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

の
現
代
的
事
例
と
し
て
評
価
す
る
見
方
も
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
彼
女
の
創
造
の
含

蓄
の
ゆ
た
か
さ
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。（
渡
辺
『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
』、
一
一
八
頁
）

10 
C

f. A
lbert R

. Jonsen, 
, O

xford U
niversity Press, 2003, 

C
hapter 4

（
ア
ル
バ
ー
ト
・
Ｒ
・
ジ
ョ
ン
セ
ン
『
生
命
倫
理
学
の
誕
生
』、
細
見
博
志
訳
、
勁
草
書

房
、
二
〇
〇
九
年
、
第
四
章
）．

11 
こ
の
あ
た
り
の
事
情
は（『
苦
海
』、
一
六
五
頁
、
六
七
九
頁
）、
併
せ
て
以
下
を
参
照
。

宇
井
純『
新
装
版 

合
本 

公
害
原
論
』（
亜
紀
書
房
、二
〇
〇
六
年
）、原
田
正
純『
金
と
水
銀
：

私
の
水
俣
学
ノ
ー
ト
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
）。
石
牟
礼
は
宇
井
か
ら
「
国
際
水
質
汚

濁
研
究
会
議
」
の
様
子
を
聞
き
（『
苦
海
』、
一
六
五
頁
）、
あ
る
い
は
原
田
が
熊
本
大
学
病

院
で
若
き
医
師
だ
っ
た
こ
ろ
を
ふ
り
か
え
っ
て
い
る
（『
苦
海
』、
六
七
九
頁
）。
水
俣
病

の
歴
史
に
か
ん
し
て
は
、
加
藤
尚
武
編『
環
境
と
倫
理〔
新
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）

の
第
四
章
「
文
明
と
人
間
の
原
存
在
の
意
味
へ
の
問
い
」
を
参
照
。
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な
ぜ
水
俣
病
患
者
は
、「
一
度
も
名
の
り
出
た
こ
と
の
な
い
無
冠
の
魂
」、

「
お
そ
ら
く
は
こ
の
世
に
下
さ
れ
た
存
在
の
錘
鉛
と
で
も
い
う
べ
き
人
び
と
」

だ
と
言
わ
れ
る
の
か
？　

わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
『
苦
海
浄
土
』
は
生
命
が
育
ま
れ
る
環
境
を
吟
味
す
る

倫
理
学
の
原
型
的
思
索
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
、
そ
こ
に
形
而
上
学
を
見
い

だ
す
。
こ
う
し
て
エ
ー
ト
ス
（
＝
住
ま
う
こ
と
）
の
思
索
を
尽
く
し
、
存
在

の
「
理
由
（G

rund

）」
を
ひ
た
す
ら
に
問
う
た
果
て
、
つ
ま
り
、
そ
の
「
深

淵
（A

bgrund

）」
に
て
、
い
か
な
る
理
由
も
問
い
え
な
く
な
る
「
脱
底

（A
bgrund

）」
を
思
索
す
る
が
、
こ
の
な
か
で
石
牟
礼
『
苦
海
浄
土
』
の
形
而

上
学
を
際
立
た
せ
る
た
め
、
水
俣
の
北
に
位
置
す
る
対
岸
の
天
草
、
島
原
か

ら
長
崎
ま
で
を
舞
台
と
し
た
遠
藤
周
作『
沈
黙
』（
一
九
六
六
年
）14
を
読
み
解
き
、

日
本
に
潜
入
し
た
司
祭
と
「
見
捨
て
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
が
辛
酸
の
か

ぎ
り
を
な
め
る
土
地
（『
沈
黙
』、
四
三
頁
）、
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
不
毛
の

「
沼
地
」
を
考
察
す
る
（『
沈
黙
』、
二
三
一
頁
）。
併
せ
て
九
鬼
周
造
の
哲
学
体
系

を
織
り
な
す『「
い
き
」
の
構
造
』（
一
九
三
〇
年
）15
や「
文
学
の
形
而
上
学
」（
一

九
四
〇
年
）16
を
参
照
し
、「
世
間
」
か
ら
壁
と
水
路
で
隔
て
ら
れ
た
「
遊
里
」
と

子
『
苦
海
浄
土
』
の
往
還
道
（O

dysseia

）：
名
も
な
き
民
の
エ
ー
ト
ス
か
ら

脱
底
へ
」
で
は
、
こ
う
し
た
学
的
背
景
を
ふ
ま
え
、
生
命
環
境
倫
理
学
の
根

底
に
あ
る
形
而
上
学
の
観
点
か
ら
石
牟
礼
『
苦
海
浄
土
』
を
読
み
解
き
、
そ

の
脱
底
へ
向
か
う
。
こ
の
と
き
、
古
く
か
ら
彼
女
と
親
交
が
あ
っ
た
渡
辺
京

二
の
著
作
『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
：
石
牟
礼
道
子
の
宇
宙
』（
弦
書
房
、
二
〇

一
三
年
）に
収
め
ら
れ
た「
石
牟
礼
道
子
の
時
空
」（
前
掲
書
、三
四
〜
八
八
頁
）、「『
苦

海
浄
土
・
第
二
部
』
の
真
価
」（
前
掲
書
、
一
六
〇
〜
一
七
一
頁
）
を
参
照
す
る
12

。

本
章
の
試
み
を
導
く
手
が
か
り
は
、
渡
辺
が
引
い
て
強
調
し
た
石
牟
礼
の
言

葉
と
彼
に
よ
る
そ
の
解
釈
に
あ
る
。
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
「
第
二
部
」〔
＝
神
々
の
村
、
二
〇
〇
四
年
〕
は
い
っ
そ
う
深
い
世

界
へ
降
り
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
も
は
や
裁
判
と
も
告
発
と
も
関
係
の
な
い
基

層
の
民
俗
世
界
、
作
者
自
身
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
時
の
流
れ
の
表
に
出

て
、
し
か
と
は
自
分
を
主
張
し
た
こ
と
が
な
い
ゆ
え
に
、
探
し
出
さ
れ
た

こ
と
も
な
い
精
神
の
秘
境
」
で
あ
り
、「
一
度
も
名
の
り
出
た
こ
と
の
な

い
無
冠
の
魂
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
世
に
下
さ
れ
た
存
在

の
錘
鉛
と
で
も
い
う
べ
き
人
び
と
」、「
か
つ
て
一
度
も
歴
史
の
面
に
立
ち

あ
ら
わ
れ
た
こ
と
な
く
、
し
か
も
人
類
史
的
に
養
っ
て
き
た
血
脈
た
ち
」

の
織
り
な
す
世
界
で
あ
っ
て
、
そ
の
造
型
は
「
第
二
部
」
の
表
現
の
深
層

レ
ベ
ル
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。13
（cf. 『
苦
海
』、
二
三
六
頁
以
下
、
四
五
八
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12 

石
牟
礼
が
記
す
、
渡
辺
と
の
関
係
は
、『
苦
海
』
の
二
四
六
頁
を
参
照
。
併
せ
て

渡
辺「
石
牟
礼
道
子
小
伝
」（『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
』所
収
、一
一
七
〜
一
三
一
頁
）を
参
照
。

13 

渡
辺
「『
苦
海
浄
土
・
第
二
部
』
の
真
価
」（『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
』
所
収
）
の

一
六
七
頁
を
参
照
。
こ
の
箇
所
を
手
が
か
り
に
し
た
石
牟
礼
『
苦
海
浄
土
』
解
釈
は
、

も
と
も
と
二
〇
一
五
年
度
日
本
政
治
学
会
・
研
究
大
会
（
千
葉
大
学
）
で
発
表
し
た
拙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稿
「
ア
レ
ン
ト
『
人
間
の
条
件
』
に
お
け
る
行
為
と
政
治
：
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
解
釈
を
手
が
か
り
に
」の
な
か
で
す
で
に
提
示
し
て
い
た
が
、ハ
イ
デ
ガ
ー『
哲

学
へ
の
寄
与
』
の
他
者
論
を
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
協
会
編
『
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
研
究
』
に
寄
せ
る
機

会
が
あ
り
、
そ
の
準
備
の
な
か
で
あ
ら
た
め
て
『
苦
海
浄
土
』
解
釈
を
吟
味
し
直
し
、

本
稿
を
記
し
た
。

14 
使
用
テ
キ
ス
ト
は
、
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』（
新
潮
文
庫
、
一
九
八
一
年
）。

15 

使
用
テ
キ
ス
ト
は
、
九
鬼
周
造
『「
い
き
」
の
構
造
』（
全
注
釈
藤
田
正
勝
、
講
談
社

学
術
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
）。

16 

使
用
テ
キ
ス
ト
は
、
九
鬼
周
造「
文
学
の
形
而
上
学
」（
坂
部
恵
編『
偶
然
性
の
問
題
・

文
芸
論
』
所
収
、
燈
影
舎
、
二
〇
〇
〇
年
）。
こ
の
論
考
を
発
表
し
た
翌
年
の
一
九
四
一
年

に
九
鬼
は
他
界
し
て
い
る
。 
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い
う
「
苦
界
」
を
「
苦
海
浄
土
」
と
比
較
す
る
た
め
の
手
が
か
り
に
す
る
17

│
興
味
深
い
こ
と
に
、
石
牟
礼
は
「
遊
女
た
ち
」
の
「
歌
い
声
」
が
聞
き
手

の
心
を
動
か
す
様
を
語
り
18

、
あ
る
い
は
遠
藤
が
共
同
脚
本
に
参
加
し
篠
田

正
浩
が
監
督
し
た
映
像
作
品
『
沈
黙
：SILEN

C
E

』（
一
九
七
一
年
公
開
）

で
は
、
原
作
と
異
な
り
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
キ
チ
ジ
ロ
ー
が
苦
界
の
遊
郭

で
遊
女
と
「
現
世
」
の
苦
悩
を
語
り
合
う
場
面
が
加
え
ら
れ
て
い
た
19

。
本

稿
で
は
、
こ
う
し
た
沼
地
や
苦
界
の
成
り
立
ち
と
対
照
し
な
が
ら
、「
こ
の

世
」
に
穿
た
れ
た
「
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
」
を
ま
な
ざ
し
（『
苦
海
』、
二
四
六

頁
）20
、
水
俣
病
を
め
ぐ
る
社
会
的
思
考
の
批
判
的
検
討
か
ら
、
水
俣
の
生
命

形
而
上
学
を
再
考
す
る
東
西
比
較
思
想
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
経
て
、
こ
う
し
た

形
而
上
学
的
思
索
の
脱
底
へ
と
向
か
う
。

こ
の
よ
う
に
諸
世
界
に
お
け
る
出
来
事
の
い
く
つ
か
を
考
察
す
る
本
稿
の

進
行
は
以
下
で
あ
る
。

ま
ず
§
２
「
社
会
的
思
考
と
は
別
の
仕
方
で
」
だ
が
、
こ
こ
で
は
た
と
え

ば
或
る
水
俣
病
患
者
が
チ
ッ
ソ
の
社
長
に
「
も
と
の
体
に
戻
し
て
く
る
れ
ば

金
は
一
銭
も
要
ら
ん
」
と
述
べ
た
よ
う
に
21

、
水
俣
病
患
者
と
そ
の
家
族
が

求
め
た
救
済
は
、
社
会
的
補
償
で
は
と
ど
き
え
な
い
も
の
で
、
む
し
ろ
遠
藤

『
沈
黙
』
で
描
き
だ
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
的
救
済
に
近
し
い
こ
と
を
確
か
め

る
。
こ
の
確
認
を
も
と
に
§
３
「
正
し
さ
の
彼
方
へ
」
で
は
、
水
俣
病
と
い

う
社
会
的
不
正
を
正
す
こ
と
は
そ
も
そ
も
果
た
さ
れ
え
な
い
事
柄
で
、
そ
れ

ゆ
え
に
生
命
形
而
上
学
へ
の
存
在
論
的
通
路
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
。
次
に
§
４
「
神
々
の
村
、
水
俣
へ
の
還
り
道
」
で
は
、
チ
ッ
ソ
の
不
正

を
正
し
、
水
俣
病
被
害
へ
の
賠
償
と
生
活
の
保
障
を
求
め
る
社
会
的
行
為
が

さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
に
直
面
す
る
な
か
、
水
俣
病
患
者
た
ち
は
社
会
性
を
剥
ぎ

取
ら
れ
、
お
の
れ
の
「
地
霊
性
」
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
く
経
緯
を
考
察
し
、

§
５
「
名
前
あ
っ
て
名
の
な
き
も
の
た
ち
の
無
」
で
は
、
仏
門
に
連
な
っ
て

白
装
束
を
身
に
ま
と
い
、
大
都
市
行
脚
を
く
り
か
え
さ
ざ
る
を
え
な
い
状
況

下
、
仏
教
形
而
上
学
的
思
索
に
お
の
ず
と
行
き
着
い
た
水
俣
被
害
民
た
ち
と

そ
の
家
族
、
石
牟
礼
ら
が
そ
の
実
存
を
通
じ
て
あ
ら
わ
に
し
た
存
在
論
的
無

名
態
の
成
り
立
ち
を
解
き
明
か
す
。
最
後
に
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
§
６
「
水

俣
の
エ
ー
ト
ス
と
時
間
性
」
で
は
、
作
家
石
牟
礼
お
よ
び
そ
の
作
品
『
苦
海

浄
土
』
と
い
う
「
現
存
在
（D

asein

）」
が
世
界
の
開
か
れ
る
場
所
＝
〝D

a

〞
を

互
い
に
絡
み
合
わ
せ
る
動
性
に
お
い
て
気
が
つ
か
れ
た
水
俣
的
時
間
性
の
成

り
立
ち
に
哲
学
的
視
線
を
向
け
、
現
存
在
の
芸
術
性
と
時
間
性
と
の
あ
い
だ

で
織
り
な
さ
れ
る
存
在
論
的
連
関
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
れ
ら
の
考
察
を
経
た
結
果
、
水
俣
病
患
者
た
ち
と
そ
の
家
族
、
石
牟
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17 

拙
稿
「
九
鬼
周
造
と
〝
い
き
〞
の
エ
テ
ィ
カ
：
善
美
な
る
生
を
求
め
て
」（
横
地
ほ

か
編
著
『
生
き
る
こ
と
に
責
任
は
あ
る
の
か
：
現
象
学
的
倫
理
学
へ
の
試
み
』
所
収
、
弘
前
大
学
出

版
会
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

18 

高
山
花
子
「
声
が
歌
に
な
る
と
き
：『
苦
海
浄
土
』
の
音
響
世
界
」（
宇
野
瑞
木
、
高

山
編
『
石
牟
礼
道
子
を
読
む
：
世
界
を
ひ
ら
く
／
漂さ

れ流
く
』、
東
京
大
学
ア
ジ
ア
藝
文
書
院
、

二
〇
二
〇
年
）
の
二
一
頁
を
参
照
。 

19 

篠
田
正
浩
監
督
の
一
九
七
一
年
公
開
作
品
『
沈
黙
：SILEN

C
E

』（K
A

D
O

K
AW

A

／
角
川
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
の
一
〇
八
分
お
よ
び
一
三
七
分
を
参
照
。

20 

水
俣
病
の
「
さ
ら
な
る
闇
の
こ
ち
ら
に
あ
っ
て
わ
た
く
し
の
ゆ
き
た
い
と
こ
ろ
は

ど
こ
か
」
と
問
う
て
石
牟
礼
は
「
こ
の
世
で
は
な
く
、
あ
の
世
で
も
な
く
、
ま
し
て
前

世
で
も
な
く
、
も
う
ひ
と
つ
の
、
こ
の
世
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
こ
の
世
で
は
な
い
も

う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
と
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
」、
そ
う
問
い
を
重
ね
る
（『
苦
海
』、

二
四
六
頁
）。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

21 

土
本
典
昭
監
督
の
一
九
七
三
年
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
『
水
俣
一
揆
：
生
を
問

う
人
び
と
』（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
シ
グ
ロ
、
二
〇
〇
六
年
）
の
五
六
分
を
参
照
。
水
俣
病
の
被
害
者

グ
ル
ー
プ
が
補
償
金
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
分
裂
し
て
い
っ
た
経
緯
も
、
こ
の
作
品
で
確

認
可
能
で
あ
る
。
拙
稿
は
、
こ
の
分
裂
状
況
を
反
映
し
た
考
察
で
は
な
く
、
石
牟
礼

作
品
『
苦
海
浄
土
』
と
土
本
作
品
『
水
俣
一
揆
』
の
考
察
に
限
定
す
る
。
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ら
が
経
験
し
た
、
い
わ
ば
〝
水
俣
の
往
還
道
（A

 M
inam

ata O
dyssey

）〞
は

当
人
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
存
在
変
容
を
も
た
ら
し
、
ど
の
よ
う
に
思
索
の
脱

底
へ
と
導
い
た
の
か
22

、
こ
の
点
が
見
え
や
す
く
な
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

　§
２　

社
会
的
思
考
と
は
別
の
仕
方
で　

〝

（
わ
が
神
、
神
よ
、
な
ぜ
に
わ
れ
を
見
捨

て
た
も
う
）〞（cf. 『
沈
黙
』、
二
一
六
頁
）23
。

「
神
学
」
の
「
師
」「
フ
ェ
レ
イ
ラ
」
の
消
息
を
訪
ね
て
（『
沈
黙
』、
十
二
頁
）
日

本
に
潜
入
し
た
若
き「
ポ
ル
ト
ガ
ル
宣
教
師
」（『
沈
黙
』、
十
頁
）の「
ロ
ド
リ
ゴ
」

が
こ
う
洩
ら
し
た
の
は
、遠
藤
周
作
の
小
説『
沈
黙
』、そ
し
て
マ
ー
テ
ィ
ン
・

ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
に
よ
る
そ
の
映
像
化
作
品
『
沈
黙
』
の
一
場
面
、
師
弟
再

会
の
と
き
で
あ
っ
た
（『
沈
黙
』、
二
一
六
頁
）24
。

と
は
い
え
、
そ
の
と
き
ロ
ド
リ
ゴ
が
浴
し
て
い
た
の
は
、
逆
説
的
に
も
、

神
の
光
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

ロ
ド
リ
ゴ
は
、ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
の
ご
と
く
、「
し
か
し
、神
は
死
ん
だ
」

と
断
じ
て
い
な
い
25

。

仮
に
「
義
人
ヨ
ブ
」
が
そ
う
し
た
よ
う
に
神
へ
の
疑
念
を
吐
い
た
の
だ
と

し
て
も
26

、
そ
れ
は
、
神
の
存
在
を
疑
わ
な
い
か
ら
こ
そ
放
ち
え
た
言
葉
で

あ
る
。
絶
望
し
た
ロ
ド
リ
ゴ
も
、「
神
は
い
な
か
っ
た
」
と
言
わ
な
い
。

神
の
圧
倒
的
な
光
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
姿
を
思
い
描
い
て
き
た
ロ

ド
リ
ゴ
の
魂
を
襲
い
、
そ
の
目
を
潰
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
そ

う
し
た
出
来
事
が
起
こ
り
う
る
の
は
、「
人
間
と
は
全
く
隔
絶
し
た
神
」
は

そ
れ
で
も
確
か
に
存
在
す
る
が
ゆ
え
で
あ
っ
た
（『
沈
黙
』、
二
三
六
頁
）。「
な
ぜ

に
わ
れ
を
見
捨
て
た
も
う
」
と
口
に
さ
せ
る
ま
で
に
キ
リ
ス
ト
者
と
「
隔-

絶
し
た
神
（the ab-solute G

od

）」
は
「
絶
対
的
な
神
（the absolute G

od

）」

で
あ
り
、
つ
ま
り
は
超
越
神
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ふ
り
か
え
っ
て
み
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス『
詩
学
』
で
は
観
客
に「
魂
」

の「
浄
化
」
を
も
た
ら
す
仕
組
み
と
し
て
、「
幸
」
か
ら「
不
幸
」
へ
、「
不
幸
」

か
ら
「
幸
」
へ
の
「
急
転
（peripeteia

）」
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
が
27

、
映
画

化
さ
れ
た
『
沈
黙
』
に
も
そ
れ
は
当
て
は
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
者

に
信
仰
の
無
意
味
が
突
き
つ
け
ら
れ
る
な
か
、
そ
れ
が
極
ま
る
瞬
間
に
神
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

22 

一
九
六
八
年
の
ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
監
督
作
品

O
dyssey

と
ホ
メ
ロ
ス
『
オ
デ
ィ
ッ
セ
イ
ア
』
に
ま
つ
わ
る
「
名
」
の
問
題
に
か
ん
し
て

は
、
信
太
光
郎
「『
二
〇
〇
一
年
宇
宙
の
旅
』
に
み
る
「
人
間
の
条
件
」」（
横
地
ほ
か
編

著
『
映
画
で
考
え
る
生
命
環
境
倫
理
学
』
所
収
、
勁
草
書
房
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
。

23 

『
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
』「
詩
篇
」
第
22
篇
の
冒
頭
、
詩
人
は
ダ
ビ
デ
の
言
葉
と
し
て

〝

〞
と
記
す
。
あ
る
い
は
新
約
聖
書
で
は

│
ま
ず
は

ギ
リ
シ
ア
語
で
編
纂
さ
れ
た
が
（cf. 

加
藤
隆
『
新
約
聖
書
は
な
ぜ
ギ
リ
シ
ア
語
で
書
か
れ
た

か
』、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
年
、
第
三
章
「
新
約
聖
書
は
な
ぜ
ギ
リ
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
か
」）

│
、
イ
エ
ス
直
接
の
言
葉
と
し
て
「
ア
ラ
ム
語
」
の
表
現
が
い
く
つ
か
登
場
す
る
。

そ
の
一
つ
が
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
第
二
七
章
四
六
節
お
よ
び
「
マ
ル
コ
に
よ
る

福
音
書
」
第
十
五
章
三
四
節
の
〝

〞
で
あ
る
。
磔
刑
に
処

せ
ら
れ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
そ
う
洩
ら
し
え
た
の
も
、
父
な
る
神
が
闇
で
あ
っ

た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
。
子
な
る
イ
エ
ス
が
地
上
に
お
け
る
そ
の
死
に
さ
い
し
て
浴

し
て
い
た
の
が
む
し
ろ
超
越
神
の
光
、
存
在
の
光
だ
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

24 

二
〇
一
六
年
公
開
の
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
作
品
『
沈
黙
：
サ
イ
レ
ン

ス
』（
ソ
ニ
ー
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
二
〇
一
七
年
）
で
は
、
一
時
間

五
五
分
の
箇
所
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

25 
ニ
ー
チ
ェ
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』（
手
塚
富
雄
訳
、
改
版
、
二
〇
一
八
年
）
の
二
十

頁
を
参
照
。

26 

ヨ
ブ
は
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
よ
う
に
無
の
思
索
に
は
至
ら
な
か
っ

た
点
に
か
ん
し
て
は
、「
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
と
超
越
論
的
ハ
イ
デ
ガ
ー
：
無
・
共
同
存

在
・
気
遣
い
再
考
」（
日
本
比
較
文
化
学
会
中
部
支
部
会
編
『
比
較
文
化
研
究
』
所
収
、
第

一
四
三
号
、
二
〇
二
一
年
）
を
参
照
。

27 
A

ristotle, 
, O

xford C
lassical Texts, 1965, C

hap. V
II. 
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そ
の
光
で
キ
リ
ス
ト
者
を
圧
倒
し
、
絶
望
の
眼
を
潰
し
て
隠
れ
、
同
時
に
、

こ
の
御
業
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
の
み
を
キ
リ
ス
ト
者
に
示
す
が
、
こ
う
し
た

光
景
は
、
そ
れ
を
目
撃
し
た
観
客
の
魂
に
強
烈
な
急
転
を
も
た
ら
す
。

た
だ
し
、
こ
の
急
転
は
重
層
的
で
あ
る
。

砂
漠
の
一
神
教
で
超
越
神
が
放
つ
光
は
28

、
厚
い
信
仰
の
幸
い
か
ら
、
神

が
隠
れ
見
え
な
く
な
る
不
幸
へ
と
転
落
す
る
な
か
、
し
か
し
、
魂
の
眼
ま
で

も
が
潰
さ
れ
た
不
幸
か
ら
、
隠
れ
た
る
神
が
そ
う
し
た
仕
方
で
た
だ
そ
の
存

在
の
み
を
ロ
ド
リ
ゴ
に
示
す
幸
い
へ
と
急
転
回
す
る
か
ら
で
あ
る
。
遠
藤
小

説『
沈
黙
』、ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
の
映
像
作
品『
沈
黙
』が
あ
ら
わ
に
し
た
の
は
、

そ
も
そ
も
が
日
常
化
し
え
な
い
は
ず
の
非
日
常
が
日
常
化
し
た
最
果
て
で
垣

間
見
ら
れ
る
「
光
の
形
而
上
学
」29
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、「
ス
ロ
ー
ア
ー
ト
」
を
代
表
す
る
米
国
人
芸
術
家
マ
コ
ト
・
フ
ジ

ム
ラ
が
そ
の
著
作
『
美
と
沈
黙
：
苦
か
ら
生
ま
れ
た
隠
れ
た
る
信
』（

）30
で
注
目
し
た
よ
う
に
、
遠
藤
は

「
神
の
沈
黙
」（『
沈
黙
』、
二
一
五
頁
）
の
こ
と
を
む
し
ろ
「
沈
黙
の
声
」
だ
と
考

え
て
い
た
。

無
限
な
る
超
越
神
は
有
限
的
人
間
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
者
に
声
な
き
声
で
語

り
、
あ
る
い
は
語
る
こ
と
な
く
語
る
わ
け
だ
31

。
神
と
人
間
を
対
比
し
、
こ

の
事
情
を
確
認
し
よ
う
。

わ
れ
わ
れ
人
間
は
声
に
だ
し
て
多
様
な
存
在
者
の
名
を
一
つ
一
つ
呼
ば
ね

ば
な
ら
ず
、
で
き
て
せ
い
ぜ
い
「
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
」32
を
発
し
聞
く
こ
と
く
ら

い
だ
が
、
し
か
し
な
が
ら
、「
無
か
ら
の
創
造
」
と
い
う
御
業
を
な
す
神
は

存
在
者
全
体
の
一
つ
一
つ
を
指
す
名
の
す
べ
て
を
同
時
に
呼
び
、
そ
れ
は
、

わ
れ
わ
れ
有
限
的
人
間
に
は
沈
黙
の
呼
び
声
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し

た
、
い
わ
ば
「
メ
タ
フ
ォ
ニ
ー
」
は
有
限
的
人
間
か
ら
溢
れ
で
て
聞
き
取
り

え
な
い
が
ゆ
え
に
沈
黙
と
化
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
な
こ
と
に
何

も
触
れ
え
な
い
仕
方
で
触
れ
う
る
と
し
て
も
、
沈
黙
へ
の
こ
の
触
知
は
神
の

声
が
存
在
す
る
こ
と
そ
の
こ
と
を
証
す
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
、
ロ
ド
リ

ゴ
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
的
現
存
在
は
存
在
論
的
に
し
て
存
在
者
的
な
循
環
が

無
限
に
渦
巻
く
さ
な
か
で
初
め
て
、
あ
る
い
は
『
苦
海
浄
土
』
と
対
照
す
る

た
め
に
言
い
換
え
れ
ば
、
空
が
空
ず
る
渦
中
に
あ
っ
て
初
め
て
、
無
限
な
る

神
か
ら
た
だ
そ
の
存
在
の
み
を
示
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
『
沈
黙
』
に
あ
っ
て
実
は
光
と
闇
、
明
と
暗
の
比
較
か
ら
描

き
だ
さ
れ
る
。

の
ち
に
『
沈
黙
』
と
し
て
公
刊
さ
れ
る
小
説
を
手
に
遠
藤
が
編
集
者
に
最

初
に
提
示
し
た
書
名
は
『
ひ
な
た
の
匂
い
』
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
フ

ジ
ム
ラ
は
33

、「
太
陽
は
滅
多
に
現
わ
れ
ず
、
こ
の
小
説
は
闇
と
雨
、
霧
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

28 
H

annah A
rendt, 

, 
herausgegeben von U

rsula Ludz, Piper, 1993, SS. 180-187.

29 

ハ
ン
ス
・
ブ
ル
ー
メ
ン
ベ
ル
ク
『
光
の
形
而
上
学
：
真
理
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て

の
光
』（
生
松
敬
三
、
熊
田
陽
一
郎
訳
、
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
叢
書
、
一
九
七
七
年
）
を
参
照
。

30 
M

akoto Fujim
ura, 

, Ivp 
B

ooks, 2016. 

邦
訳
は
、マ
コ
ト
・
フ
ジ
ム
ラ『
美
と
沈
黙
：
遠
藤
周
作
・
ト
ラ
ウ
マ
・

踏
絵
文
化
』（
晶
文
社
、
二
〇
一
七
年
）。
フ
ジ
ム
ラ
は
「
日
本
画
」
を
ス
ロ
ー
ア
ー
ト
と

呼
ぶ
点
は
以
下
を
参
照
。

, p. 20

（『
美
と
沈
黙
』、
八
頁
）．

31 
C

f. Fujim
ura, 

, C
hap. 7, p. 143

（
フ
ジ
ム
ラ
『
美
と
沈
黙
』、
第

七
章
「
ロ
ド
リ
ゴ
司
祭
の
贖
い
」、
一
七
八
頁
）．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

32 
ミ
ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
詩
学
』（
望
月
哲
男
、鈴
木
淳
一
訳
、

ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。
た
だ
し
、
石
牟
礼
が
注
目
す
る
「
海
」
は
、

多
様
な
生
命
体
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
を
生
み
育
む
非
一
的
一
性
と
い
う
母
胎
か
も
し
れ

な
い
。

33 
C

f. Fujim
ura, 

, C
hap. 7, p. 143f.

（
フ
ジ
ム
ラ
『
美
と
沈
黙
』、

第
七
章
「
ロ
ド
リ
ゴ
司
祭
の
贖
い
」、
一
七
八
頁
）．
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支
配
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
34

。
わ
け
て
も
夜
の
深
い
闇
の
な
か
で
神

の
沈
黙
を
ロ
ド
リ
ゴ
が
嘆
く
の
は
、
以
下
の
場
面
で
あ
る（『
沈
黙
』、
二
〇
九
頁
、

二
一
五
〜
二
一
七
頁
）。

「
…
…
あ
の
百さ

る
す
べ
り

日
紅
に
蝉
が
鳴
き
、
陽
の
照
り
つ
け
た
地
面
に
ひ
と
す
じ

の
赤
黒
い
血
が
流
れ
た
中
庭
の
光
景
が
心
に
は
っ
き
り
と
甦
っ
た
」（『
沈
黙
』、

二
〇
八
頁
、cf. 

二
一
三
頁
）。

砂
漠
な
ら
ず
と
も
、
眼
を
ひ
そ
め
さ
せ
る
ほ
ど
に
眩
し
い
真
昼
に
、
ロ
ド

リ
ゴ
は
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
簡
単
に
処
刑
さ
れ
る
様
を
見
て
い
た
。
闇
夜
の

な
か
、
こ
の
光
景
を
思
い
返
し
た
ロ
ド
リ
ゴ
は
「
神
の
沈
黙
へ
の
恐
怖
」
に

襲
わ
れ
、
と
は
い
え
、
地
上
で
磔
刑
に
処
せ
さ
れ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を

思
い
、「
詩
篇
」
の
言
葉
「
エ
ロ
イ
・
エ
ロ
イ
・
ラ
マ
・
サ
バ
ク
タ
ニ
」
と
呟

く（『
沈
黙
』、
二
一
六
頁
）。
遠
藤
が
言
い
添
え
る
に
、
そ
れ
は
、「
祈
り
の
言
葉
」

で
は
な
く
、
お
の
の
き
の
言
葉
で
あ
っ
た
（『
沈
黙
』、
二
一
六
頁
）。

こ
こ
に
至
る
ま
で
ロ
ド
リ
ゴ
が
日
本
に
残
し
た
足
取
り
を
見
る
に
、
長
崎

か
ら
遠
く
「
十
六
レ
グ
ワ
」、
つ
ま
り
、
お
よ
そ
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
寒

村
ト
モ
ギ
村
に
流
れ
着
き
（『
沈
黙
』、
五
六
頁
）、
五
島
列
島
を
経
て
（『
沈
黙
』、
十

二
頁
）、「
宗
門
奉
行
」「
井
上
筑
後
守
」
が
采
配
し
て
司
祭
や
キ
リ
シ
タ
ン
を

「
穴
吊
り
の
拷
問
」
に
か
け
る
長
崎
35

へ
と
連
行
さ
れ
る
（『
沈
黙
』、
二
二
四
頁
、

十
四
頁
）。
ま
た
、
生
か
さ
ず
殺
さ
ず
「
雲
仙
地
獄
の
熱
湯
」
で
拷
問
を
行
な

う
地
と
し
て
描
か
れ
た
雲
仙
普
賢
岳
は
（『
沈
黙
』、
六
〜
九
頁
）、
そ
の
南
半
分

を
島
原
が
囲
む
。
天
草
は
有
明
海
を
挟
ん
で
島
原
の
南
に
位
置
し
た
。
こ
う

し
て
棄
教
を
迫
る
拷
問
と
い
う
社
会
的
行
為
が
く
り
か
え
さ
れ
る
な
か
、
司

祭
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
物
語
り
は
、
天
草
四
郎
時
貞
ら
「
切
支
丹
た
ち
」「
三

五
〇
〇
〇
人
」が「
一
揆
」を
起
こ
し
た
島
原
、
天
草
に
ま
で
広
が
る（『
沈
黙
』、

十
三
頁
）。

島
原
に
隣
接
す
る
天
草
は
八
代
海
の
北
側
に
位
置
し
、
そ
の
南
対
岸
が
水

俣
で
あ
っ
た
。
石
牟
礼
い
わ
く
、
お
互
い
を
見
合
え
る
天
草
と
水
俣
は
「
通

婚
圏
」
を
な
す
（『
苦
海
』、
二
三
六
頁
）。

井
上
筑
後
守
か
ら
長
崎
で
「
穴
吊
り
の
拷
問
」
を
受
け
、
す
で
に
棄
教
し

て
い
た
フ
ェ
レ
イ
ラ
は
同
じ
長
崎
で
ロ
ド
リ
ゴ
を
諭
し
、
日
本
の
こ
と
を
キ

リ
ス
ト
教
が
根
づ
か
な
い
「
沼
地
」
と
呼
ぶ
（『
沈
黙
』、
二
三
一
頁
）。

そ
の
お
よ
そ
三
三
〇
年
後
、
天
草
の
南
対
岸
に
位
置
す
る
水
俣
が
石
牟
礼

に
は「
苦
海
」と
呼
ば
れ（『
苦
海
』、五
二
五
頁
）、そ
の
水
俣
で
は「
花
の
長
崎
ち
、

む
か
し
は
言
い
よ
っ
た
で
す
ば
っ
て
、
今
は
、
み
や
こ
は
東
京
で
す
も
ん
ね
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
（『
苦
海
』、
三
四
五
頁
）。

一
方
で
遠
藤
は
、
キ
リ
ス
ト
教
不
毛
の
地
を
囲
む
荒
磯
が
処
刑
の
道
具
と

な
っ
た
「
水
磔
」
の
場
面
、
十
字
架
に
か
け
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
息
も
絶

え
絶
え
に
「
パ
ラ
イ
ソ
」
の
唄
を
口
に
す
る
姿
を
描
き
（『
沈
黙
』、
八
九
頁
、cf. 

一

二
九
頁
）、他
方
、水
俣
被
害
民
た
ち
の
同
行
者
石
牟
礼
が
語
り
だ
し
た
の
は
、

有
機
水
銀
で
汚
染
さ
れ
た
水
俣
湾
の
魚
を
日
々
の
糧
に
し
て
病
を
得
た
人
び

と
の
「
苦
海
浄
土
」
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
パ
ラ
イ
ソ
と
浄
土
へ
の
道
行
き
は
違
っ
た
。

司
祭
と
キ
リ
シ
タ
ン
は
宗
門
奉
行
に
捕
ま
り
、
拷
問
が
尽
く
さ
れ
る
苦
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

34 
C

f. Fujim
ura, 

, C
hap. 7, p. 144

（
フ
ジ
ム
ラ
『
美
と
沈
黙
』、
第

七
章
「
ロ
ド
リ
ゴ
司
祭
の
贖
い
」、
一
七
八
頁
以
下
）．

35 

米
国
爆
撃
機
Ｂ
52
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
か
ら
落
と
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
原
爆
「
リ
ト
ル
・

ボ
ー
イ
」で
破
壊
さ
れ
た
広
島
商
工
会
館
の
遺
構
は
、「
原
爆
ド
ー
ム
」と
い
う
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
と
し
て
残
る
が
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
原
爆
で
破
壊
さ
れ
た
浦
上
天
主
堂
は
「
原
爆

ド
ー
ム
」
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
撤
去
さ
れ
た
。
浦
上
天
主
堂
は
日
本
布
教
を
し

た
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ソ
リ
ッ
ク
宣
教
師
た
ち
が
明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
建
設
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
、
高
瀬
毅
『
ナ
ガ
サ
キ　

消
え
た
も
う
一

つ
の
「
原
爆
ド
ー
ム
」』（
文
春
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。
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の
な
か
で
神
の
救
い
を
待
ち
望
む
が
、
長
崎
へ
と
行
き
着
い
た
ら
最
後
、
帰

路
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
苦
海
浄
土
』の
水
俣
病
患
者
た
ち
は
、
水

俣
と
い
う
苦
海
、熊
本
や
東
京
と
い
う
世
間
、そ
の
あ
い
だ
を
行
き
つ
戻
り
つ
、

自
分
た
ち
を
救
済
し
て
く
れ
る
存
在
を
探
す
。
渡
辺
は
こ
う
記
し
て
い
る
。

総
じ
て
裁
判
所
や
集
会
へ
出
か
け
る
被
害
民
の
心
持
ち
は
、
権
力
や
体
制

と
闘
う「
市
民
」の
心
理
と
は
は
な
は
だ
異
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。〔
中
略
〕

彼
ら
は
池
の
魚
が
水
面
か
ら
顔
を
出
し
て
、
外
部
の
世
界
を
不
思
議
が
る

よ
う
な
、
そ
し
て
自
分
が
華
や
ぐ
よ
う
な
そ
ん
な
気
持
ち
で
裁
判
所
に

通
っ
た
の
だ
っ
た
。「
往
還
道
ち
ゅ
う
の
は
、
ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も

つ
な
い
で
ゆ
け
ば
、
世
界
の
涯
ま
で
ゆ
か
る
る
と
で
し
ょ
う
も
ん
」〔『
苦

海
』、
三
四
五
頁
〕
と
彼
ら
の
一
人
は
呟
く
。〔
中
略
〕
そ
し
て
世
界
に
、
い
や

世
界
と
ま
で
い
わ
ず
と
も
東
京
に
、
東
京
と
ま
で
い
わ
ず
と
も
熊
本
の
裁

判
所
に
行
け
ば
、
必
ず
国
と
い
う
も
の
に
出
会
え
て
、
自
分
た
ち
が
蒙
っ

た
不
正
を
た
だ
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
の
が
彼
ら
の
思
い
だ
っ
た
。36

〝
水
俣
の
往
還
道
（A

 M
inam

ata O
dyssey

）〞、
そ
の
往
路
を
水
俣
か
ら
歩

ん
だ
さ
い
に
被
害
民
た
ち
が
抱
い
て
い
た
「
思
い
」
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
そ
う
し
て
行
き
着
い
た
先
の
東
京
で
、
水
俣
の
被
害
民
た
ち

は
「
厚
生
省
」
の
「
橋
本
〔
龍
太
郎
〕
政
務
次
官
」
│
後
の
第
八
二
・
八
三

代
総
理
大
臣

│
か
ら
「
む
ご
い
し
う
ち
」
を
受
け
る
（『
苦
海
』、
三
〇
七
頁
）。

踵
を
廻
ら
せ
、
水
俣
に
還
っ
た
彼
ら
彼
女
ら
が
洩
ら
し
た
の
は
次
の
言
葉
で

あ
っ
た
。

「
東
京
に
ゆ
け
ば
、
国
の
在
る
ち
と
思
う
と
っ
た
が
、
東
京
に
ゃ
、
国
は

な
か
っ
た
な
あ
」（『
苦
海
』、
三
〇
七
頁
）。

だ
か
ら
、
石
牟
礼
も
ま
た
こ
う
諦
め
る
。

「
官
僚
主
義
や
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
や
ら
の
無
知
の
総
体
」
の
「
ま
し
て
や
そ

の
分
身
た
ち
で
あ
る
行
政
当
局
や
大
病
院
の
職
員
や
学
者
た
ち
が
、
ひ
と
り

の
漁
師
の
病
像
を
洞
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
深
い
生
命

の
母
胎
に
つ
な
が
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
が
ま
た
わ
た
し
た
ち
の
全
体
世
界
に

重
大
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
、
予
感
す
る
能
力
を
欠
落
し
て
い
る
の

は
、
せ
ん
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ぬ
」（『
苦
海
』、
五
二
七
頁
）。

水
俣
病
に
ま
つ
わ
る
直
接
間
接
の
被
害
民
た
ち
に
抱
か
れ
た
「
生
命
」
を

育
む
「
母
胎
」
は
、
底
な
し
の
深
淵
と
な
っ
て
自
分
た
ち
が
住
ま
う
「
全
体

世
界
」
を
宿
し
て
い
る
が
（『
苦
海
』、
五
二
六
頁
）

│
〈
水
俣
の
生
命
環
境
倫
理

学
的
形
而
上
学
〉
│
、
こ
の
こ
と
を
自
分
た
ち
と
同
様
に
感
じ
取
り
、「
自

分
た
ち
が
蒙
っ
た
不
正
を
た
だ
し
て
」
く
れ
る
存
在
、
そ
れ
が
被
害
民
た
ち

に
思
い
描
か
れ
た
「
国
」
の
は
ず
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
そ
の
彼
ら
彼
女
ら
が
会
い
う
る
の
は
国
家
行
政
を
担
う
役
人
た

ち
で
あ
る
。「
国
」
と
会
う
と
考
え
る
こ
と
は
、
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ラ
イ
ル
が

言
う
と
こ
ろ
の
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
ミ
ス
テ
イ
ク
」
だ
が
37

、
も
ち
ろ
ん
、
問
題
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渡
辺
「『
苦
海
浄
土
・
第
二
部
』
の
真
価
」（『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
』
所
収
）
の

一
六
六
頁
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

37 
C

f. G
ilbert Ryle, 

, The U
niversity of C

hicago Press, 
2000

（1949

）.　

本
節
で
は
、
石
牟
礼
『
苦
海
浄
土
』
と
遠
藤
『
沈
黙
』
を
比
較
し
て
国

と
神
の
存
在
論
的
水
準
を
区
別
し
て
考
察
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
国
と
神
の

概
念
機
能
的
共
通
構
造
は
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
指
摘
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に

か
ん
し
て
は
、
加
藤
隆
『
一
神
教
の
誕
生
：
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
へ
』（
講
談
社

学
術
新
書
、
二
〇
〇
二
年
）
や
エ
ル
ン
ス
ト
・
Ｈ
・
カ
ン
ト
ロ
ー
ヴ
ィ
チ
『
王
の
二
つ
の

身
体
：
中
世
政
治
神
学
研
究
』（
上
下
巻
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。
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の
核
心
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

「
自
分
た
ち
が
蒙
っ
た
不
正
を
た
だ
し
て
も
ら
え
る
」出
来
事
と
は
何
か
。

〝
不
正
を
た
だ
す
〞
そ
の
出
来
事
に
孕
ま
れ
た
何
か
本
質
的
な
事
柄
が

「
正
」
に
思
え
る
、
そ
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

そ
も
そ
も
、「
正
」
と
は
何
か
。

問
題
の
核
心
は
こ
こ
に
あ
る
。
次
節
で
検
討
す
る
。

　§
３　

正
し
さ
の
彼
方
へ　

西
洋
哲
学
に
あ
っ
て
「
正
」
は
、
古
来
、〝
そ
う
配
分
す
べ
き
こ
と
〞
を
意

味
し
た
が
38

、
水
俣
病
患
者
と
そ
の
家
族
が
口
に
す
る
「
正
」
と
は
、
被
る

べ
か
ら
ず
を
被
ら
ず
、
受
け
る
べ
き
を
受
け
て
不
正
を
正
す
出
来
事
の
う
ち

に
垣
間
見
ら
れ
る
そ
の
意
味
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

わ
け
て
も
問
題
は
、
水
俣
病
患
者
と
そ
の
家
族
が
腑
に
落
ち
る
仕
方
で
、

こ
れ
ら
の
問
い
に
応
え
て
く
れ
る
存
在
が
希
求
さ
れ
た
こ
と
、こ
こ
に
あ
る
。

チ
ッ
ソ
の
経
営
陣
が
水
俣
病
患
者
と
そ
の
家
族
に
謝
罪
し
、
一
生
を
償
う

補
償
金
を
わ
た
す
こ
と
は
確
か
に
そ
う
し
た
出
来
事
の
一
部
に
な
り
え
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
と
ど
な
い
答
え
を
彼
ら
彼
女
ら
は
肌
身
の

存
在
感
覚
で
手
に
し
た
か
っ
た
。
遠
藤
『
沈
黙
』
で
ロ
ド
リ
ゴ
ら
が
希
求
し

た
こ
と
の
超
越
性
に
近
し
い
答
え
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
チ
ッ
ソ
の
経
営
陣
が
水
俣
の
地
で
突
如
磔
に
さ
れ
「
天
罰
」

が
下
っ
た
こ
と
が
視
認
で
き
、
水
俣
病
患
者
の
病
が
す
っ
か
り
消
え
る
、
こ

れ
く
ら
い
の
出
来
事
に
お
い
て
や
っ
と
感
じ
取
ら
れ
る
「
天
」
と
39

、
こ
れ

に
相
即
し
た「
正
」を
実
感
し
た
か
っ
た
、
そ
う
言
い
う
る
。
と
い
う
の
も
、

そ
こ
ま
で
の
出
来
事
で
あ
れ
ば
、
過
酷
な
試
練
の
な
か
で
義
人
ヨ
ブ
が
一
族

と
富
を
失
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
を
得
、
し
か
し
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
か
ら
赦
さ
れ
て

ふ
た
た
び
こ
の
世
に
繁
栄
し
た
こ
と
と
程
度
を
同
じ
く
し
40

、
水
俣
病
患
者

た
ち
と
そ
の
家
族
は
な
ぜ
自
分
が
こ
う
し
た
生
に
与
か
っ
た
か
（cf. 『
沈
黙
』、

四
四
三
頁
）、
こ
の
こ
と
に
納
得
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

遠
藤
『
沈
黙
』
に
あ
っ
て
宗
門
奉
行
は
司
祭
ロ
ド
リ
ゴ
と
の
会
話
で
キ
リ

ス
ト
教
の
「
正
邪
」
を
難
じ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
日
本
に
は
日
本
の
あ
り

よ
う
が
あ
る
旨
を
述
べ
て
「
切
支
丹
」「
禁
制
」
の
理
由
を
説
明
す
る
が
（『
沈

黙
』、
一
七
〇
頁
）、
そ
れ
に
応
え
て
ロ
ド
リ
ゴ
は
「
正
と
い
う
も
の
は
我
々
の

考
え
で
は
、
普
遍
な
の
で
す
」、「
正
は
い
か
な
る
国
、
い
か
な
る
時
代
に
も

通
ず
る
も
の
だ
か
ら
正
と
申
し
ま
す
」
と
言
う
（『
沈
黙
』、
一
七
〇
頁
）。

「
…
…
も
し
正
が
普
遍
で
な
い
と
い
う
気
持
が
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
こ
の

苦
し
み
に
多
く
の
宣
教
師
た
ち
が
耐
え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
」（『
沈
黙
』、
一
七
〇

頁
）。「『

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
』（
二
八
節
十
八
〜
十
九
）
に
あ
る
イ
エ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

38 

「
正
」
を
説
明
す
る
の
に
そ
の
語
を
も
ち
い
ず
、
い
か
な
る
規
範
性
が
「
正
」
の
意

味
と
な
る
か
を
述
べ
た
。C

f. A
ristotle, 

, chap. 5, O
xford 

C
lassical Texts, 1988. 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

39 

バ
ラ
モ
ン
教
か
ら
イ
ン
ド
仏
教
に
と
り
い
れ
た
〝deva

（
神
＝
天
）〞
概
念
は
、
古

代
ギ
リ
シ
ア
語
の
〝zeus

（
神
）〞
概
念
と
ラ
テ
ン
語
の
〝deus

（
神
）〞
概
念
と
同
じ
語

源
で
あ
る（
中
村
元
、
福
永
光
司
、
田
村
芳
朗
、
今
野
達
編『
岩
波　

仏
教
辞
典
』、
一
九
八
九
年
、

項
目
「
天
」、
五
八
八
頁
）。
併
せ
て
、
平
石
直
昭
『
一
語
の
辞
典　

天
』（
三
省
堂
、

一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

40 

こ
の
点
に
か
ん
し
て
は
、
拙
稿
「
無
へ
と
向
か
う
日
常
的
共
同
の
気
遣
い
に
つ
い

て
：
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
と
超
越
論
的
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
あ
い
だ
で
」（
横
地
ほ
か
編
著
『
戦
う

こ
と
に
意
味
は
あ
る
の
か
﹇
増
補
改
訂
版
﹈
：
平
和
の
価
値
を
め
ぐ
る
哲
学
的
試
み
』、
弘
前
大
学

出
版
会
、
二
〇
二
三
年
）
の
「
序
」
を
参
照
。
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命
令
、『
国
民
す
べ
て
を
弟
子
に
す
べ
く
赴
き
、
父
、
子
、
聖
霊
の
名
に
お

い
て
彼
ら
に
洗
礼
を
施
せ
』」41
、
こ
れ
に
た
だ
従
い
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
見

て
ま
さ
に
世
界
の
最
果
て
、
極
東
の
島
国
日
本
に
赴
い
た
宣
教
師
た
ち
の

「
苦
し
み
」
の
こ
と
を
ロ
ド
リ
ゴ
は
言
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
然
、
ヨ
ブ
が
受
け
た
が
ご
と
き
宗
教
的
出
来
事
は
到

来
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
（『
苦
海
』、
二
二
七
頁
）。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
水
俣
病

患
者
と
そ
の
家
族
に
は
超
越
神
か
ら
「
正
し
い
教
え
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ

と
は
な
く
（『
沈
黙
』、
一
七
〇
頁
）、
あ
る
い
は
民
の
代
わ
り
に
苦
し
み
を
担
っ

て
磔
刑
に
処
せ
ら
れ
る
イ
エ
ス
を
信
じ
て
慰
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
水
俣

病
患
者
と
そ
の
家
族
は
そ
の
身
で
苦
難
を
引
き
受
け
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
か

ら
、
石
牟
礼
は
「
カ
ネ
ミ
ラ
イ
ス
オ
イ
ル
患
者
、
紙
野
文
明
青
年
」
が
つ
ぶ

や
い
た
言
葉
、「
神
さ
ま
、罪
の
な
い
人
を
、な
ぜ
こ
ん
な
に
し
た
の
で
す
か
」、

「
ど
う
し
て
救
っ
て
あ
げ
な
い
の
で
す
か
」
を
引
く
（『
苦
海
』、
二
一
九
頁
）。

有
機
水
銀
に
汚
染
さ
れ
た
苦
海
で
、
当
然
、
魚
は
健
や
か
に
生
き
ら
れ
る

べ
く
も
な
く
、「
苦
海
」
と
な
っ
た
水
俣
と
い
う「
池
」
か
ら
顔
を
出
し
、「
外

部
の
世
界
」
に
赴
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
42

。
外
部
の
そ
の
世
界
と
は
、
大

都
市
の
名
で
飾
ら
れ
た
「
世
間
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
世
間
に
跋
扈
し
て

い
た
の
は
欲
望
と
保
身
に
ま
み
れ
た
権
力
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、「
裁
判
所
や
集
会
へ
出
か
け
る
被
害
民
」、
す
な
わ
ち
、
水
俣

病
患
者
と
そ
の
家
族
た
ち
は
、
遠
く
水
俣
か
ら
足
を
運
ん
だ
都
会
で
気
づ
か

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
正
義
を
顕
わ
し
て
く
れ
る
国
と
い
う
も
の
は
ど
こ
に

も
な
い
」43
。

社
会
的
思
考
は
、
水
俣
の
被
害
民
た
ち
が
抱
え
た
問
い
に
そ
も
そ
も
応
え

て
く
れ
る
類
い
で
は
な
か
っ
た
44

。

胎
児
性
水
俣
病
の
子
供
や
孫
を
世
話
し
な
が
ら
、
一
九
七
〇
年
、
自
身
も

水
俣
病
に
苦
し
む
家
族
た
ち
が
「
チ
ッ
ソ
大
阪
本
社
の
株
主
総
会
へ
の
巡
礼

上
阪
」
を
実
行
し
た
場
面
（『
苦
海
』、
三
六
一
頁
）。
仏
の
教
え
を
和
歌
に
し
て
旋

律
に
の
せ
る
「
ご
詠
歌
」
を
こ
の
家
族
た
ち
や
石
牟
礼
に
教
え
た
「
義
光
師

匠
」
は
（『
苦
海
』、
三
六
一
頁
）、
自
身
も
ま
た
巡
礼
者
の
一
人
と
し
て
、「
言
葉

の
出
て
く
る
母
層
が
ま
る
で
ち
が
う
」
チ
ッ
ソ
の
経
営
陣
を
前
に
こ
う
絞
り

だ
す
（『
苦
海
』、
四
四
二
頁
）。

「
あ
あ
情
け
な
か
！　

な
し
て
生
き
と
る
か
」（『
苦
海
』、
四
四
三
頁
）。

石
牟
礼
は
こ
の
言
葉
を
継
い
で
彼
の
姿
を
描
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

41 
C

f. Fujim
ura, 

, C
hap. 7, p. 146

（
フ
ジ
ム
ラ
『
美
と
沈
黙
』、
第

七
章
「
ロ
ド
リ
ゴ
司
祭
の
贖
い
」、
一
八
二
頁
以
下
）．

42 

渡
辺
「『
苦
海
浄
土
・
第
二
部
』
の
真
価
」（『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
』
所
収
）
の

一
六
六
頁
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

43 

渡
辺
「『
苦
海
浄
土
・
第
二
部
』
の
真
価
」（『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
』
所
収
）
の

一
六
七
頁
を
参
照
。
高
慢
な
チ
ッ
ソ
に
対
し
て
石
牟
礼
は
、
呪
詛
を
も
っ
て
し
て
で

も
、
水
俣
の
被
害
者
た
ち
へ
の
償
い
を
行
わ
せ
よ
う
と
考
え
て
も
い
た
（『
苦
海
』、

二
四
七
頁
）

│
水
俣
の
老
婆
た
ち
が
そ
う
し
た
類
い
を
口
に
す
る
の
は
、
そ
の
日
常

で
あ
り
ふ
れ
た
光
景
だ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
石
牟
礼
が
思
う
水
俣
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の

神
々
は
、
だ
か
ら
、
彼
女
な
り
の
歴
史
観
か
ら
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
も
す
る
。

の
ち
の
ち
人
び
と
が
気
付
い
て
信
じ
ら
れ
る
神
と
い
う
も
の
は
人
神
一
如
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
ひ
と
や
生
き
も
の
の
気
息
の
中
に
つ
ね
に
ひ
そ
ん
で
い
て
、

た
だ
ち
に
対
者
に
乗
り
う
つ
っ
て
来
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
ア
ニ
ミ

ム
ズ
ム
神
た
ち
は
呪
術
神
で
も
あ
り
。
呪
術
神
と
災
厄
は
つ
ね
に
結
び
つ
い
て
も

い
た
の
だ
っ
た
。（『
苦
海
』、
二
七
九
頁
）

44 

「
社
会
」
と
い
う
訳
語
の
成
り
立
ち
は
、
柳
父
章
『
翻
訳
語
成
立
事
情
』（
岩
波
新

書
、
一
九
八
二
年
）
を
参
照
。〝

〞
の
語
源
的
意
味
は
、
初
版
一
九
五
八
年
、
第

二
版
一
九
七
三
年
の
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
『
人
間
の
条
件
』（

, 
2nd Editoin, U

niversity of C
hicago Press, 1998

）
の
第
八
節
「
社
会
的
な
こ
と
の
出
現
」
を

参
照
。
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│
わ
が
身
は
、
な
し
て
生
き
と
る
か
、
お
前
さ
ま
と
は
な
し
て
こ
こ
で

逢
う
か
。
や
せ
た
そ
の
頬
に
滂
沱
と
泪
が
あ
ふ
れ
出
し
た
。
末
法
の
逆
世

の
縁
…
…
。
生
き
恥
死
に
恥
に
ま
み
れ
、
わ
が
家
だ
け
で
な
く
、
人
間
苦

の
極
相
の
中
で
死
ん
だ
者
た
ち
を
看
と
り
な
が
ら
、
師
匠
は
巡
礼
団
を
ま

と
め
て
き
た
の
で
あ
る
。（『
苦
海
』、
四
四
三
頁
以
下
）

「
遇
う
て
空
し
く
過
ぐ
る
勿
れ
」、
義
光
師
匠
の
人
生
は
、
両
義
的
な
仕
方

な
が
ら
、
言
葉
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

「
遇
無
空
過
者
」
は
、
遊
里
と
い
う
苦
界
に
お
け
る
〈
共
同
存
在
と
時
間
〉

の
存
在
論
的
連
関
を
思
索
し
た
九
鬼
周
造
が
『
浄
土
論
』
か
ら
引
き
、
独
自

の
意
味
で
そ
の
主
著
『
偶
然
性
の
問
題
』（
一
九
三
五
年
）
を
結
ん
だ
一
句
で

あ
る
45

。
だ
が
、こ
の
現
世
に
は
義
光
や
九
鬼
の
思
索
と
す
れ
違
う
人
び
と
が
い
る
。

…
…
「
実
」
な
き
「
虚
」
に
ま
み
れ
た
チ
ッ
ソ
経
営
陣
に
師
匠
の
声
は
と
ど

か
な
い
。

あ
る
い
は
彼
の
様
子
は
石
牟
礼
か
ら
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

師
匠
は
い
ま
や
現
実
の
社
長
に
で
は
な
く
、
何
か
超
絶
的
な
存
在
に
対
し

て
も
の
を
言
い
た
い
の
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
そ
れ
を
言
い
た

く
な
い
の
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。（『
苦
海
』、
四
四
四
頁
）

義
光
は
そ
う
し
て
「
何
か
超
絶
的
な
存
在
」
の
果
て
し
な
い
遠
さ
を
肌
身

に
感
じ
、
と
は
い
え
、
あ
り
ふ
れ
た
暮
ら
し
の
な
か
で
は
決
し
て
感
じ
え

な
い
そ
の
遠
さ
に
一
人
の
具
体
的
人
間
と
し
て
も
っ
と
も
近
し
い
場
所
に

い
た
46

。
土
本
典
昭
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
作
品
『
水
俣
：
患
者
さ
ん
と

そ
の
世
界
』
で
わ
れ
わ
れ
は
目
に
し
う
る
が
、
チ
ッ
ソ
株
主
総
会
で
水
俣
病

の
被
害
民
た
ち
は
小
鐘
を
鳴
ら
し
て
ご
詠
歌
を
う
た
う

│
「
音
声
」
そ
の

も
の
か
ら
し
て
「
功
徳
」
で
あ
っ
た
47

。
こ
の
詠
歌
を
被
害
民
た
ち
に
授
け

な
が
ら
、「
巡
礼
団
を
ま
と
め
て
き
た
」
義
光
師
匠
は
「
般
若
心
経
」
か
ら
一

字
を
と
り
、
娘
を
「
実み

の
る
こ子

」48
と
名
づ
け
て
い
た
（『
沈
黙
』、
四
四
四
頁
）49
。
そ
の

理
由
は
こ
う
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

45 

九
鬼
周
造
『
偶
然
性
の
問
題
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
二
年
）
の
二
八
二
頁
を
参
照
。

併
せ
て
拙
稿
「〈
い
き
〉
と
時
間
」
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

46 

「
絶
対
（absolute

）」
と
「
相
対
（relative

）」、「
絶
待
」
と
「
相
待
」、
こ
れ
ら
の

対
概
念
の
異
同
が
「
有
」
の
「
縁
起
」
や
「
絶
対
無
」
に
対
し
て
い
か
な
る
関
係
に
あ
る

か
は
、
別
稿
で
と
り
あ
げ
る
。
縁
起
や
絶
対
無
に
か
ん
し
て
は
、
久
松
真
一
『
東
洋
的

無
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
二
年
）
の
十
八
頁
以
下
を
参
照
。
併
せ
て
中
村
元
「『
中

論
』
に
お
け
る
「
縁
起
」
の
意
義
」（
密
教
研
究
会
編
『
密
教
文
化
』、
七
一
・
七
二
号
、

一
九
六
五
年
）
を
参
照
。

47 

た
と
え
ば
、
伊
藤
真
「
大
仏
さ
ま
と
読
経
と
鐘
声
：
そ
の
「
音
」
の
力
」（
親
鸞
仏

教
セ
ン
タ
ー
『
ア
ン
ジ
ャ
リ
』、http://w

w
w

.shinran-bc.higashihonganji.or.jp/anjali_w
eb 

20061507_ito/

）
を
参
照
。

48 

石
牟
礼
道
子
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
花
ふ
ぶ
き
生
死
の
は
て
は
知
ら
ざ
り
き
：
里

海
の
世
界
」（
聞
き
手
鎌
田
東
二
、http://kokoro.kyoto-u.ac.jp/jp/kokoronom

irai/kokoro_
vol14_p2_p13.pdf

）
を
参
照
。

49 
「
…
…
能
く
一
切
の
苦
を
除
き
て
、
真
実
に
し
て
虚
な
ら
ず
、
か
か
る
が
ゆ
へ
に

般
若
波
羅
蜜
多
の
咒じゅ
を
説
く
…
…
」、
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
「
真
実
に
し
て
虚
な
ら

ず
と
い
う
、
そ
の
実
を
と
っ
て
実
る
子
と
つ
け
ま
し
た
ん
じ
ゃ
」、
そ
う
義
光
師
匠
は

説
明
す
る
（『
苦
海
』、
四
一
五
頁
）。「
般
若
心
経
」
の
こ
の
「
咒
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

の
〝

〞
を
指
し
、
広
く
は
「
言
葉
」、
狭
く
は
「
祈
願
の
句
」
や
「
呪
句
」
の
謂
い

だ
が
（
中
村
元
、
福
永
光
司
、
田
村
芳
朗
、
今
野
達
編
『
岩
波　

仏
教
辞
典
』、
一
九
八
九
年
、
項

目
「
真
言
」、
四
六
〇
頁
）、「
呪
」
の
異
体
字
で
あ
る
。
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ふ
つ
う
の
世
で
あ
れ
ば
、
虚
と
い
う
の
は
空
し
か
、
な
に
も
な
か
、
ち
ゅ

う
こ
と
じ
ゃ
ろ
う
が
、そ
れ
を
ば
仏
は
、実
り
じ
ゃ
と
い
わ
れ
た
と
、儂
ゃ

お
も
う
と
る
。
心
を
む
な
し
ゅ
う
し
て
へ
り
下
っ
て
お
る
の
が
実
り
じ
ゃ

と
、
そ
れ
が
仏
の
救
い
じ
ゃ
と
儂
ゃ
お
も
う
と
る
。
そ
の
文
言
を
懐
い
て

名
を
つ
け
た
娘
が
、
水
俣
病
を
貰
う
て
生
ま
れ
ま
し
て
よ
な
。（『
苦
海
』、

四
一
五
頁
）

「
末
法
の
、
逆
世
の
世
」
に
あ
っ
て
「
真
実
に
し
て
虚
な
ら
ず
と
は
、
実
子

の
姿
じ
ゃ
、
虚
の
一
か
け
ら
も
な
い
真
実
じ
ゃ
」、
そ
う
義
光
は
述
べ
（『
苦

海
』、
四
一
五
頁
）、
次
の
言
葉
を
つ
づ
け
る
。

水
俣
病
患
者
の
姿
は
み
ん
な
そ
う
じ
ゃ
。
逆
世
の
真
実
を
身
に
負
う
と

る
。（『
苦
海
』、
四
一
五
頁
）

な
ぜ
自
分
た
ち
が
「
逆
世
の
真
実
を
身
に
負
う
と
る
」
の
か
、
こ
の
問
い

に
社
会
的
思
考
が
応
答
す
る
可
能
性
が
す
っ
か
り
消
え
た
、
ま
さ
に
こ
の
と

き
、『
苦
海
浄
土
』
第
二
部「
神
々
の
村
」（
二
〇
〇
四
年
）は
ど
こ
へ
向
か
っ

た
の
か
。
被
害
民
が
生
ま
れ
育
ち
、住
ま
う
水
俣
、往
還
道
の
終
着
地
で
あ
る
。

§
４　

神
々
の
村
、
水
俣
へ
の
還
り
道　

水
俣
病
患
者
た
ち
と
そ
の
家
族
は
、
熊
本
、
大
阪
、
東
京
へ
と
赴
い
た
往

路
の
道
行
き
を
反
転
し
、
水
俣
の
住
ま
い
へ
と
還
る
。
こ
の
と
き
あ
ら
わ
に

な
っ
た
の
は
、
水
俣
病
患
者
た
ち
み
ず
か
ら
が
「
地
の
霊
（

）」

と
な
っ
た
「
神
々
の
村
」
こ
そ
、
水
俣
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（cf. 『
苦

海
』、
二
七
九
頁
、
四
五
七
頁
）。

果
た
し
て
水
俣
病
患
者
た
ち
は
、
わ
け
て
も
胎
児
性
水
俣
病
患
者
た
ち
は

そ
も
そ
も
が
そ
う
し
た
存
在
だ
っ
た
の
か
。

あ
る
い
は
訪
れ
た
東
京
か
ら
溢
出
す
る
「
黄
金
色
の
轟
音
の
渦
巻
き
」
に

飲
み
込
ま
れ
、「
神
経
と
い
う
神
経
」が
削
ぎ
取
ら
れ
て（『
苦
海
』、
四
五
九
頁
）、

水
俣
で
養
わ
れ
た
地
霊
性
が
お
の
ず
と
発
露
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
…
…
。

水
俣
病
患
者
た
ち
に
同
伴
し
た
石
牟
礼
や
師
匠
ら
家
族
た
ち
も
ま
た
、
そ

の
身
心
を
消
尽
し
た
往
還
道
の
道
行
き
で
願
い
叶
わ
ず
、
心
な
ら
ず
も
心
を

虚
し
く
し
、
そ
う
し
て
空
が
空
じ
始
め
る
。
こ
の
状
況
下
、
水
俣
病
患
者
た

ち
の
「
実
」
が
地
霊
性
と
し
て
発
露
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
に
気
が
つ
き
う

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

虚
と
い
う
実
を
宿
す
水
俣
病
患
者
た
ち
、
実
な
き
虚
に
満
ち
た
チ
ッ
ソ
経

営
陣
、
そ
の
あ
い
だ
に
現
わ
れ
る
「
虚
実
の
両
義
性
」
は
、
と
は
い
え
、
終

着
地
水
俣
で
初
め
て
水
俣
病
患
者
た
ち
や
そ
の
家
族
、
石
牟
礼
ら
に
気
が
つ

か
れ
え
た
事
柄
で
あ
る
。

熊
本
や
大
阪
、
東
京
の
裁
判
や
集
会
で
水
俣
病
を
め
ぐ
る
社
会
的
思
考
の

不
可
能
性
が
水
俣
の
被
害
民
た
ち
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
き
、
む
し
ろ
逆
に

見
え
や
す
く
な
っ
た
の
は
、
神
々
の
村
た
る
水
俣
は
、
社
会
思
想
的
読
解
が

そ
れ
な
り
に
可
能
な
『
苦
海
浄
土
』
第
一
部
よ
り
も
「
い
っ
そ
う
深
い
世

界
」、
す
な
わ
ち
、「
裁
判
と
も
告
発
と
も
関
係
の
な
い
基
層
の
民
俗
世
界
」

で
あ
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
で
あ
っ
た
50

│
本
稿
で
最
初
に
引
用
し
た
渡
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50 

渡
辺
「『
苦
海
浄
土
・
第
二
部
』
の
真
価
」（『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
』
所
収
）
の

一
六
七
頁
を
参
照
。
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「『
苦
海
浄
土
・
第
二
部
』
の
真
価
」
の
言
葉
で
あ
る
。

「
倫
理
学
」
と
は
、
漢
語
に
そ
く
し
て
言
え
ば
、「
仲
間
」
を
指
す
「
倫
」51

の
「
こ
と
わ
り
」（
＝
理
）
を
吟
味
す
る
学
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
倫
理
学
の
語

源
と
さ
れ
る
「
エ
ー
ト
ス
の
学
」
に
そ
く
し
て
言
え
ば
52

、
複
数
の
人
び
と

（
＝
倫
）
が
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
同
じ
土
地
に
住
ま
う
な
か
で
結
晶
化
し

た
善
／
悪
の
成
り
立
ち
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
土
地
で
生
き
て
い
く
た
め
に
な

す
べ
き
こ
と
／
犯
さ
ざ
る
こ
と
の
成
り
立
ち
を
考
察
す
る
学
が
「
規
範
倫
理

学
」
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
代
々
住
民
た
ち
が
そ
の
土
地
に
住
ま
う
な
か
で

醸
成
し
た
気
質
や
土
地
柄
の
成
り
立
ち
を
考
察
す
る
学
が
「
徳
倫
理
学
」
で

あ
っ
た
。

わ
け
て
も
、
こ
う
し
た
エ
ー
ト
ス
へ
の
哲
学
的
問
い
に
そ
く
し
て
生
命
が

育
ま
れ
る
環
境
の
成
り
立
ち
を
吟
味
す
る
学
が
生
命
環
境
倫
理
学
で
あ
っ
た

が
、
原
初
的
な
意
味
は
「
住
ま
う
こ
と
」
だ
と
言
わ
れ
る
エ
ー
ト
ス
が
問
わ

れ
る
か
ぎ
り
53

、
他
で
も
あ
り
え
た
の
に
、
な
ぜ
か
こ
の
土
地
に
こ
う
し
て

生
ま
れ
、
私
が
こ
う
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
根
源
的
偶
然
性
を
め
ぐ
る

形
而
上
学
的
思
索
が
生
命
環
境
倫
理
学
の
奥
底
に
隠
れ
て
い
る
。
エ
ー
ト
ス

の
底
が
抜
け
る
「
非
─場
所
（a-topos

）」
へ
の
突
破
口
で
あ
る
。

あ
る
い
は
こ
の
地
に
住
ま
う
こ
と
の
歴
史
を
問
う
て
も
、「
こ
の
歴
史
」

が
「
こ
の
地
」
に
な
ぜ
生
起
し
継
続
し
て
い
る
の
か
、
こ
れ
に
は
原
理
的
に

答
え
え
な
い
以
上
、
わ
れ
わ
れ
有
限
的
人
間
が
端
的
に
安
ら
い
う
る
形
而
上

学
的
場
所
は
ど
こ
に
も
存
在
し
え
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
を
め
ぐ
る

形
而
上
学
的
思
索
の
限
り
を
尽
く
し
た
果
て
で
目
撃
し
う
る
の
は
、「
深
淵

（A
bgrund

）」、
す
な
わ
ち
、
ど
こ
に
も
存
在
し
え
な
い
が
、
だ
か
ら
、
ど

の
場
所
も
そ
こ
へ
の
通
路
と
な
り
え
、
し
か
し
な
が
ら
、
決
し
て
行
き
着
き

え
な
い
非
場
所
で
あ
っ
た
。

こ
の
深
淵
で
わ
れ
わ
れ
は
自
己
滅
却
し
、
思
索
そ
れ
自
体
の
「
脱
底

（A
bgrund

）」
へ
と
化
身
し
う
る
。

終
わ
り
に
終
わ
り
な
く
、
底
に
底
は
な
い
こ
と
を
め
ぐ
る
脱
底
的
思
索
へ

の
道
を
歩
い
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
は
、
い
わ
ば
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
的
出
来

事
と
言
え
ま
い
か
54

。

日
常
生
活
で
は
ほ
ぼ
ほ
ぼ
疑
う
こ
と
な
く
自
分
の
記
憶
に
も
と
づ
い
て
そ

の
つ
ど
私
の
新
た
な
存
在
可
能
性
の
一
つ
一
つ
を
形
成
す
る
か
ぎ
り
、
そ
も

そ
も
「
記
憶
な
し
に
は
私
は
『
私
』
と
い
う
こ
と
ば
す
ら
発
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
は
ず
な
の
に
、
そ
の
自
分
の
記
憶
の
力
を
、
私
自
身
完
全
に
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
嘆
い
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
55

。
と
は
い
え
、
洞

窟
に
喩
え
ら
れ
た
魂
の
最
内
奥
へ
と
み
ず
か
ら
赴
き
、
私
が
私
で
あ
る
仕
組

み
を
明
か
す
記
憶
の
秘
密
を
探
り
当
て
る
。
こ
れ
が
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

51 

白
川
静『
新
訂 

字
統
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）の「
倫
」の
項
目（
九
二
四
頁
以
下
）、 

白
川
『
新
訂 

字
統
』
の
「
理
」
の
項
目
（
九
〇
五
頁
）、
白
川
『
新
訂 

字
訓
』（
平
凡
社
、

二
〇
〇
七
年
）
の
「
こ
と
わ
り
」
の
項
目
（
二
九
五
頁
以
下
）
を
参
照
。

52 
M

. H
eidegger, 

, G
A

20, V
. 

K
losterm

ann, 1995, S. 1. 

く
り
か
え
し
の
指
摘
と
な
る
が
、〝

〞
の
由
来
が

〝

〞
だ
と
い
う
説
明
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
で
確
認

し
て
い
た
語
源
俗
解
の
一
種
で
あ
る
（cf. 

神
崎
訳
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
15　

ニ
コ
マ
コ

ス
倫
理
学
』、
六
五
頁
、
訳
注
１
）。

53 
M

. H
eidegger, 

, K
losterm

ann, 2010

（1949

）, S. 48.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

54 
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
が
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
を
読
み
解
き
つ
つ
、
魂

の
奥
底
か
ら「
神
性
」
の「
無
」
へ「
突
破
す
る
」
仕
方
を
思
索
し
た
点
に
か
ん
し
て
は
、

拙
稿
「
無
へ
と
向
か
う
日
常
的
共
同
の
気
遣
い
に
つ
い
て
：
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
と
超
越
論

的
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
あ
い
だ
で
」（
横
地
ほ
か
編
著
『
戦
う
こ
と
に
意
味
は
あ
る
の
か
﹇
増
補
改

訂
版
﹈：
平
和
の
価
値
を
め
ぐ
る
哲
学
的
試
み
』所
収
、弘
前
大
学
出
版
会
、二
〇
二
三
年
）を
参
照
。

55 

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
告
白
Ⅱ
』（
山
田
訳
）、
十
巻
、
十
六
章
、
二
六
八
頁
を
参

照
。
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出
来
事
で
あ
る
56

。

水
俣
の
被
害
民
た
ち
も
ま
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
的
出
来
事
の
ご
と
き
に

な
ぜ
か
投
げ
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

す
な
わ
ち
、「
彼
ら
は
池
の
魚
が
水
面
か
ら
顔
を
出
し
て
、
外
部
の
世
界

を
不
思
議
が
る
よ
う
な
、
そ
し
て
自
分
が
華
や
ぐ
よ
う
な
そ
ん
な
気
持
ち
で

裁
判
所
に
通
っ
た
」
が
、
そ
の
虚
し
さ
を
悟
っ
た
被
害
民
た
ち
は
往
還
道
の

道
行
き
を
反
転
し
、
水
俣
の
住
ま
い
に
還
る
。「
池
の
魚
」
は
「
水
面
」
か
ら

消
え
、
ふ
た
た
び
池
の
な
か
に
も
ど
っ
た
と
き
、
そ
の
水
底
に
潜
ん
で
い
た

の
は
、
地
の
霊
へ
と
化
身
し
た
水
俣
病
患
者
た
ち
が
住
ま
う
神
々
の
村
で

あ
っ
た
。

水
俣
病
患
者
た
ち
は
そ
の
病
で
地
霊
性
を
得
た
の
か
、
自
身
に
も
と
も
と

そ
な
わ
る
水
俣
的
地
霊
性
が
東
京
や
大
阪
の
実
な
き
虚
騒
と
虚
飾
の
な
か
で

あ
ら
わ
に
さ
れ
た
の
か
、
こ
の
あ
た
り
の
消
息
に
つ
い
て
石
牟
礼
は
こ
う

語
っ
て
い
る
。

凡
庸
で
、
名
も
な
い
、
ふ
つ
う
の
ひ
と
び
と
の
魂
が
、
そ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
へ
到
達
す
る
。
哲
学
も
語
ら
ず
文
学
や
宗
教
も
語
ら
ず
、
政
治
も
語
ら

ず
、
道
徳
な
ど
と
い
う
も
の
も
語
っ
た
こ
と
の
な
い
ひ
と
び
と
が
、
何
で

も
な
く
、
こ
の
世
で
い
ち
ば
ん
や
さ
し
い
も
の
に
な
っ
て
死
ぬ
。
自
分
が

そ
の
よ
う
に
や
さ
し
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
も
知
ら
な
い
で
死
ぬ
。
た
だ

た
だ
、
つ
き
せ
ぬ
名
ご
り
を
こ
の
世
に
残
し
て
。
そ
れ
こ
そ
が
、
こ
の
よ

う
な
村
の
塊
と
い
う
も
の
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。（『
苦
海
』、
六
二
一
頁
）57

「
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
」
と
は
、「
生
と
死
」
を
「
平
等
」
に
す
る
「
自
他
へ

の
無
限
の
い
つ
く
し
み
」
に
満
ち
た
「
神
々
の
村
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
（『
苦

界
』、
六
二
一
頁
）。

「
村
の
魂
」
で
あ
る
「
地
の
霊
」
を
醸
成
し
て
き
た
、
い
わ
ば
「
水
俣
史
的

エ
ー
ト
ス
」
が
そ
の
い
つ
く
し
み
で
あ
る
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。

西
欧
哲
学
の
ラ
テ
ン
語
概
念
で
〝

〞
は
魂
を
指
す
が
、
水
俣
病
患
者

と
そ
の
家
族
が
み
ず
か
ら
宿
し
た
村
の
魂
は
、
石
牟
礼
、
渡
辺
ら
文
学
者
が

ま
な
ざ
ず
水
俣
古
来
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
水
俣
病
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
が
交
差
す
る

場
所
で
保
持
さ
れ
て
い
た
。

と
は
い
え
、「
歴
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
」58
の
一
つ
と
言
え
る
水
俣
史
的
エ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

56 

拙
稿
「
人
間
と
時
間
の
小
史
：
多
様
な
虚
実
の
な
か
で
」（
弘
前
大
学
人
文
社
会
科

学
部
編
『
人
文
社
会
科
学
論
叢
』、
第
十
二
巻
、
二
〇
二
二
年
）
の
第
四
節
「
人
間
の
世
界
と
洞

窟
」
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

57 

関
連
し
て
、
医
師
お
歴
々
に
よ
る
水
俣
病
認
定
の
不
条
理
諸
々
を
め
ぐ
っ
て
石

牟
礼
が
洩
ら
す
に
、「
そ
こ
に
は
医
学
の
倫
理
も
、
私
が
准
看
護
学
院
で
教
え
を
受
け

た
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誓
詞
』
の
ひ
と
か
け
ら
も
感
じ
ら
れ
な
い
」（『
苦
海
』、

五
三
二
頁
）。
た
だ
し
、
拙
稿
「『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』
前
史
の
生
命
環
境
倫
理
学
：

現
実
と
虚
構
の
あ
い
だ
で
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
を
考
え
る
」（
弘
前
大
学
人
文
社

会
科
学
部
編
『
人
文
社
会
科
学
論
叢
』、
第
七
巻
、
二
〇
一
九
年
）
の
第
三
節
「
キ
メ
ラ
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
？
」
で
確
認
し
た
と
お
り
、
現
代
で
は
ビ
ー
チ
ャ
ム
＆
チ
ル
ド
レ
ス
の
生
命

倫
理
四
原
則
に
も
と
づ
く
リ
ベ
ラ
ル
優
生
学
と
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
体
化
が
進
ん
で

い
る
。

58 

「
歴
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
」、「
生
活
世
界
的
ア
プ
リ
オ
リ
」、「
経
験
的
ア
プ
リ
オ
リ
」

と
い
っ
た
類
似
概
念
群
に
か
ん
し
て
は
、
拙
稿
「『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』
前
史
の
生

命
環
境
倫
理
学
：
現
実
と
虚
構
の
あ
い
だ
で
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉
を
考
え
る
」

（
弘
前
大
学
人
文
社
会
科
学
部
編『
人
文
社
会
科
学
論
叢
』、第
七
巻
、二
〇
一
九
年
）の
第
一
節「
人

類
存
続
と
〈
進
化
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
〉」
を
参
照
。
く
り
か
え
し
に
な
る
が
、
環
境
適

応
の
種
的
な
積
み
重
ね
を
ふ
ま
え
て
多
様
な
表
現
型
が
現
実
化
す
る
可
能
性
の
一
端

を
遺
伝
物
質
が
保
持
す
る
点
に
注
目
す
れ
ば
、
そ
の
語
源
が
「
巻
物
を
開
く
こ
と

（

）」
で
あ
る
〝evolution

〞
を
「
展
開
」
と
訳
し
う
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
か
ん

し
て
は
、
以
下
を
参
照
。H

ans B
lum

enberg, 
, Suhrkam

p, 
1981, S. 19; K

onrad Lorenz, The Enm
ity betw

een G
enerations and its Probable 

Ethological C
auses, in: 

, Vol. 57, N
o. 3, 

§2.
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ト
ス
に
そ
く
し
た
言
葉
で
は
直
接
に
語
り
え
な
い
形
而
上
学
的
深
淵
に
水
俣

の
被
害
民
た
ち
は
曝
さ
れ
る
。

水
俣
史
的
エ
ー
ト
ス
は
遥
か
太
古
か
ら
育
ま
れ
、
水
俣
史
的
ア
プ
リ
オ
リ

と
し
て
、
水
俣
民
た
ち
が
現
に
そ
う
生
き
て
い
る
こ
と
を
そ
の
よ
う
に
規
定

し
て
働
く
59

。
と
は
い
え
、〝
な
ぜ
〞
そ
う
な
の
か
、
こ
の
こ
と
ま
で
は
教
え

て
く
れ
な
い
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
や
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ご
と
く
か
、
と

に
か
く
そ
の
よ
う
に
実
践
す
る
わ
れ
わ
れ
の
現
実
的
生
が
依
拠
す
る「
岩
盤
」

を
、
す
な
わ
ち
、「
経
験
的
ア
プ
リ
オ
リ
」
を
告
げ
る
の
み
で
あ
る
60

。

水
俣
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
が
教
え
て
く
れ
る
の
は
、「
そ
う
だ
か
ら
、
そ
う

な
の
だ
」、
こ
の
こ
と
に
尽
き
る
。

偶
さ
か
に
生
ま
れ
た
水
俣
で
な
ぜ
か
有
機
水
銀
の
病
に
襲
わ
れ
た
人
び
と

は
そ
の
理
由
を
知
ろ
う
と
し
、
果
て
は
自
身
と
世
界
の
存
在
を
問
い
返
す
ま

で
に
至
る
。
そ
れ
は
、
ま
ず
絶
え
間
な
く
く
り
か
え
さ
れ
る
日
々
の
な
か
、

世
間
と
い
う
人
間
関
係
の
網
の
目
の
な
か
で
「
自
分
と
水
俣
病
」
の
存
在
理

由
を
考
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
存
在
理
由
を
社
会
に
問
う
て

公
害
発
生
の
権
力
構
造
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
構
造
を
生
み
出
し
維
持

す
る
人
間
的
欲
望
が
な
ぜ
存
在
す
る
の
か
、
こ
れ
を
考
え
て
言
葉
を
失
う
。
そ

れ
で
も
、水
俣
の
被
害
民
た
ち
は
や
っ
と
の
こ
と
で
次
の
言
葉
を
絞
り
だ
す
。

「

│
水
俣
病
の
な
ん
の
、
そ
げ
ん
見
苦
し
か
病
気
に
、
な
ん
で
俺
が
か

か
る
か
」（『
苦
海
』、
四
三
頁
）。

そ
う
語
る
「
彼
に
と
っ
て
水
俣
病
と
な
ど
と
い
う
も
の
は
あ
り
う
べ
か
ら

ざ
る
こ
と
で
あ
り
、
実
際
そ
れ
は
あ
り
う
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
り
、
見
苦

し
い
と
い
う
彼
の
言
葉
は
、
水
俣
病
事
件
へ
の
、
こ
の
事
件
を
創
り
出
し
、

隠
蔽
し
、
無
視
し
、
忘
れ
去
ら
せ
よ
う
と
し
、
忘
れ
つ
つ
あ
る
側
が
負
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
道
義
を
、
そ
ち
ら
の
側
が
棄
て
去
っ
て
か
え
り
み
な
い
道
義
を
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
死
に
つ
つ
あ
る
無
名
の
人
間
が
、
背
負
っ
て
放
っ
た
ひ

と
こ
と
で
あ
っ
た
」（『
苦
海
』、
四
五
頁
）。

被
害
者
で
あ
り
な
が
ら
世
間
に
疎
ん
じ
ら
れ
た
水
俣
病
患
者
た
ち
と
そ
の

家
族
が
投
げ
込
ま
れ
た
「
こ
の
世
の
涯
」（『
苦
海
』、
五
九
三
頁
）、
な
ぜ
自
分
が

水
俣
病
を
得
た
の
か
、
究
極
の
答
え
は
な
い
ま
ま
、「
無
名
の
人
間
」
に
そ

の
問
い
は
ひ
た
す
ら
生
き
ら
れ
、
た
だ
深
ま
る
。

…
…
問
い
の
碇
は
水
俣
の
海
に
着
床
す
べ
き
水
底
を
も
た
な
い
。

仮
に
着
床
し
え
た
と
し
て
も
、
水
底
が
「
存
在
論
的
ア
プ
リ
オ
リ
」
と
化
す

に
至
る
悠
久
の
微
動
を
か
す
か
に
感
じ
る
の
か
感
じ
な
い
の
か
、
や
は
り
肌
身

で
わ
か
る
着
床
場
所
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、た
だ
茫
然
と
す
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
て
無
名
の
人
間
は
、
一
方
で
問
い
を
果
て
な
く
生
き
て
答
え
な
き

「
深
淵
（A

bgrund

）」
に
直
面
し
て
立
ち
す
く
む
。
と
は
い
え
他
方
、
そ
れ

は
存
在
あ
る
い
は
無
の
「
脱
底
（A

bgrund

）」
を
思
索
す
る
に
至
る
た
め
の

通
路
と
な
り
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

石
牟
礼
『
苦
海
浄
土
』
を
遠
藤
『
沈
黙
』
に
照
ら
し
て
論
じ
て
き
た
本
稿
で

あ
る
。
渡
辺
が
参
照
し
た
言
葉
、「
一
度
も
名
の
り
出
た
こ
と
の
な
い
無
冠

の
魂
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
世
に
下
さ
れ
た
存
在
の
錘
鉛
と

で
も
い
う
べ
き
人
び
と
」
を
手
が
か
り
に
（『
苦
海
』、
二
三
六
頁
）61
、
東
西
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

59 

も
ち
ろ
ん
、
水
俣
病
の
発
生
前
後
で
「
水
俣
史
的
エ
ー
ト
ス
」
お
よ
び
「
水
俣
史

的
ア
プ
リ
オ
リ
」
は
変
化
し
た
の
か
、
そ
も
そ
も
水
俣
史
的
エ
ー
ト
ス
お
よ
び
水
俣
史

的
ア
プ
リ
オ
リ
と
は
何
か
、
こ
れ
ら
の
点
は
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

60 
L. W

ittgenstein, 
, 

§217, p. 91.　

こ
の
あ
た
り

の
議
論
に
か
ん
し
て
は
、
拙
著
『
戦
争
の
哲
学
：
自
由
・
理
念
・
講
和
』（
東
北
大
学
出

版
会
、
二
〇
二
二
年
）
の
§
28
「
カ
ン
ト
と
は
道
を
違
え
て
」
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

61 

渡
辺
「『
苦
海
浄
土
・
第
二
部
』
の
真
価
」（『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
』
所
収
）
の

一
六
七
頁
を
参
照
。
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の
言
葉
で
「
無
名
の
人
間
に
生
き
ら
れ
た
問
い
」
を
解
釈
す
る
。
つ
ま
り
、

無
名
の
人
間
が
身
を
も
っ
て
生
き
た
「
な
ぜ
の
問
い
（W

arum
 Frage

）」
の

こ
と
で
あ
る
。

ふ
り
か
え
れ
ば
、
西
欧
近
代
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
Ｗ
・
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

は
そ
の
論
考
「
理
性
に
も
と
づ
く
自
然
と
恩
寵
の
原
理
」（
一
七
一
四
年
）
に

て
「
な
ぜ
何
か
が
あ
っ
て
無
で
は
な
い
の
か
」
と
「
な
ぜ
の
問
い
」
を
定
式
化

し
た
が
62

、
こ
の
形
而
上
学
的
問
い
を
水
俣
病
患
者
と
そ
の
家
族
は
自
分
自

身
に
突
き
つ
け
て
生
き
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

「
な
ぜ
水
俣
病
が
あ
っ
て
無
で
は
な
い
の
か
」、「

│
水
俣
病
の
な
ん
の
、

そ
げ
ん
見
苦
し
か
病
気
に
、
な
ん
で
俺
が
か
か
る
か
」（『
苦
海
』、
四
三
頁
）。

答
え
な
き
問
い
に
曝
さ
れ
た
自
分
の
身
を
「
存
在
の
錘
鉛
」
に
し
、「
こ
の

世
」に
安
ら
う
場
所
を
探
り
な
が
ら（『
苦
海
』、二
三
六
頁
）、と
は
い
え
む
し
ろ
、

錘
鉛
は
た
だ
空
し
く
さ
ま
よ
う
。
こ
の
彷
徨
が
尽
く
さ
れ
た
果
て
、
お
の
ず

と
脱
力
し
て
す
べ
て
を
諦
め
る
。
こ
の
と
き
、
す
べ
て
を
諦
め
る
が
ゆ
え
に

す
べ
て
は
あ
る
が
ま
ま
、日
々
を
淡
々
と
生
き
る
境
地
が
開
か
れ
て
し
ま
う
。

空
が
空
じ
始
め
る
か
、
ほ
と
ん
ど
無
の
境
地
か
、
そ
れ
ゆ
え
に
石
牟
礼
は

「
お
そ
ら
く
は
こ
の
世
に
下
さ
れ
た
存
在
の
錘
鉛
と
で
も
い
う
べ
き
人
び
と
」

を
「
一
度
も
名
の
り
出
た
こ
と
の
な
い
無
冠
の
魂
」
と
言
い
換
え
て
い
る
。

た
だ
し
、
正
確
に
言
え
ば
、
何
ら
か
名
は
も
っ
て
は
い
た
。
し
か
し
、
世

間
で
地
位
や
栄
誉
に
そ
の
名
を
結
び
つ
け
、
社
会
に
冠
た
る
人
物
と
な
る
こ

と
も
な
し
、
そ
の
名
を
呼
ば
れ
る
こ
と
、
告
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
も
な
か
っ

た
。
こ
う
し
た
仕
方
で
土
地
に
根
づ
い
た
衆
生
が
水
俣
の
被
害
民
で
あ
り
、

無
名
の
人
間
た
ち
、
村
の
魂
で
あ
っ
た
。

次
節
で
は
、
名
と
無
に
ま
つ
わ
る
存
在
論
的
事
情
を
た
ず
ね
る
。

　§
５　

名
前
あ
っ
て
名
の
な
き
も
の
た
ち
の
無　

石
牟
礼
は
水
俣
病
行
脚
の
い
く
つ
か
に
参
加
し
た
自
身
の
こ
と
を
ふ
り
か

え
り
、
こ
う
述
べ
て
い
た
。

「
名
前
あ
っ
て
名
な
き
も
の
た
ち
の
行
程
の
一
瞬
を
垣
間
見
よ
う
と
し
て
、

わ
た
く
し
も
そ
の
列
の
中
に
入
っ
た
」（『
苦
海
』、
四
五
八
頁
）。

名
を
め
ぐ
る
複
雑
な
状
況
は
前
節
で
も
少
し
く
確
か
め
た
が
、
史
的
水
平

性
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
水
俣
の
被
害
民
た
ち
が
衆
生
の
存
在
者
的
匿
名
態

か
ら
空
が
空
ず
る
存
在
論
的
匿
名
態
へ
と
み
ず
か
ら
深
ま
り
ゆ
く
な
か
、
被

害
民
た
ち
は
そ
の
状
況
を
突
破
口
に
し
て
存
在
の
脱
底
的
思
索
に
お
の
ず
と

与
か
り
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
仏
教
形
而
上
学
的
な
垂
直
性

に
そ
く
し
て
言
え
ば
、
そ
の
存
在
よ
り
も
脱
底
的
に
思
索
す
べ
き
無
を
め

ぐ
っ
て
自
己
化
身
的
に
深
ま
っ
て
い
く
の
か
。

と
は
い
え
、
こ
の
突
破
口
へ
は
、
か
つ
て
宣
教
の
熱
意
に
燃
え
た
ロ
ド
リ

ゴ
が
日
本
人
に
も
た
ら
そ
う
と
し
た
「
正
し
い
教
え
」
の
ご
と
き
何
か
に

よ
っ
て
導
か
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
宣
教
不
毛
を
沼
地
の
日
本
で
目
の
当

た
り
に
し
、
棄
教
に
至
ら
さ
れ
た
ロ
ド
リ
ゴ
が
、
そ
れ
で
も
／
そ
れ
ゆ
え
、

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
キ
チ
ジ
ロ
ー
と
信
仰
を
わ
か
ち
も
と
う
と
し
た
こ
と
63

、 
こ
の
心
持
ち
に
穿
た
れ
た
突
破
口
に
む
し
ろ
似
て
い
る
。
フ
ジ
ム
ラ
が
言
う

に
、「
踏
絵
に
足
を
か
け
た
あ
と
」、「
挫
折
し
て
、
聖
職
者
資
格
と
教
会
内

で
の
尊
敬
を
失
う
が
、
な
お
個
人
的
信
仰
を
保
ち
、
報
酬
も
賞
賛
も
得
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

62 

米
山
優
訳
「
理
性
に
基
づ
く
自
然
と
恩
寵
の
原
理
」（
下
村
寅
太
郎
ら
監
修
『
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
著
作
集
９　

後
期
哲
学
』、
工
作
舎
、
一
九
九
八
年
）
の
二
五
一
頁
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

63 
C

f. Fujim
ura,

, C
hap. 7, pp. 149-151

（
フ
ジ
ム
ラ
『
美
と
沈

黙
』、
第
七
章
「
ロ
ド
リ
ゴ
司
祭
の
贖
い
」、
一
八
六
〜
一
八
九
頁
）．
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な
く
と
も
伝
道
を
続
け
る
人
物
」
が
ロ
ド
リ
ゴ
で
あ
っ
た
64

。

彼
は
、
そ
う
し
て
「
無
冠
の
魂
」
と
な
っ
た
と
き
に
初
め
て
、
次
の
よ
う

に
黙
考
す
る
。

も
う
自
分
の
す
べ
て
の
弱
さ
を
私
は
か
く
し
は
せ
ぬ
。
あ
の
キ
チ
ジ
ロ
ー

と
私
と
に
ど
れ
だ
け
の
違
い
が
あ
る
と
言
う
の
で
し
ょ
う
。（『
沈
黙
』、
二
七

三
頁
）

弱
き
キ
リ
ス
ト
者
の
「
神
義
論
」
に
し
て
「
信
義
論
」
で
あ
る

│
「
信
仰

の
義
し
さ
」
と
い
う
意
味
で
。

弱
さ
を
め
ぐ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
思
索
は
、
遠
藤
『
沈
黙
』
の
ラ
イ
ト
・
モ

テ
ィ
ー
フ
だ
が
65

、
こ
う
し
た
形
で
神
に
そ
の
義
を
問
い
、
自
身
に
義
し
き

信
を
問
い
返
す
ロ
ド
リ
ゴ
が
踏
絵
に
足
を
か
け
た
と
き
、
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
に
幾
た
び
も
心
に
思
い
描
い
て
き
た
イ
エ
ス
の
「
顔
」
が
い
か
な
る
様
子

な
の
か
を
知
る
。

…
…
「
痩
せ
こ
け
疲
れ
果
て
て
い
た
」（『
沈
黙
』、
二
七
三
頁
）。

遠
藤
の
小
説
作
品
と
ス
コ
セ
ッ
シ
の
映
像
作
品
と
で
異
な
っ
た
場
面
が
描

き
だ
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
後
で
あ
る
。

「
岡
田
三
右
衛
門
」
と
い
う
名
を
得
て
江
戸
で
暮
ら
す
ロ
ド
リ
ゴ
が
、
隠

れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
キ
チ
ジ
ロ
ー
と
再
会
し
た
場
面
（『
沈
黙
』、
二
八
七
頁
）。
一

方
で
ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
作
品
で
は
、
諦
念
の
静
謐
さ
が
響
く
な
か
、
二
人
は

信
仰
を
わ
か
ち
も
つ
こ
と
が
で
き
た
66

。
他
方
、
遠
藤
の
小
説
で
は
、
黙
考

を
お
え
た
ロ
ド
リ
ゴ
は
キ
チ
ジ
ロ
ー
に
こ
う
述
べ
る
。

「
こ
の
国
に
は
も
う
、
お
前
の
告
悔
を
き
く
パ
ー
ド
レ
が
い
な
い
な
ら
、

こ
の
私
が
唱
え
よ
う
。
す
べ
て
の
告
悔
の
終
わ
り
に
言
う
祈
り
を
。
…
…

安
心
し
て
行
き
な
さ
い
」（『
沈
黙
』、
二
九
五
頁
）

ロ
ド
リ
ゴ
は
、
二
人
な
り
に
信
仰
を
わ
か
ち
も
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ

く
。
そ
れ
ゆ
え
、「
聖
職
者
し
か
与
え
る
こ
と
の
で
き
ぬ
秘
蹟
」
を
キ
チ
ジ

ロ
ー
に
与
え
る
が
（『
沈
黙
』、
二
九
五
頁
）、
と
は
い
え
、
専
門
知
識
の
な
い
キ

チ
ジ
ロ
ー
は
そ
の
こ
と
を
理
解
で
き
ず
、
ロ
ド
リ
ゴ
も
そ
れ
以
上
は
何
も
言

わ
な
い
。
二
人
に
共
有
さ
れ
た
信
仰
に
か
ん
す
る
ロ
ド
リ
ゴ
の
直
観
は
彼
一

人
に
閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る

│
キ
チ
ジ
ロ
ー
は
、
遠
藤
が
自
身
を
投
影

し
た
人
物
で
あ
っ
た
67

。

ヤ
ハ
ウ
ェ
は
、
疑
念
を
つ
い
に
洩
ら
し
た
義
人
ヨ
ブ
に
対
し
て
、「
無
か

ら
の
創
造
」
の
そ
の
と
き
、
彼
は
臨
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
戒
め

る
が
68

、
と
は
い
え
、
遠
藤
＝
キ
チ
ジ
ロ
ー
は
義
人
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
裏

切
り
の
ユ
ダ
に
近
し
く
、
そ
れ
で
も
な
お
、
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
自
分
の
存

在
意
味
を
問
い
直
し
て
い
た

│
フ
ジ
ム
ラ
の
解
釈
で
は
、
殉
教
し
た
（
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

64 
C

f. Fujim
ura, 

, C
hap. 7, p. 151

（
フ
ジ
ム
ラ
『
美
と
沈
黙
』、
第

七
章
「
ロ
ド
リ
ゴ
司
祭
の
贖
い
」、
一
八
八
頁
）．

65 
C

f. Fujim
ura, 

, C
hap. 7, p. 150

（
フ
ジ
ム
ラ
『
美
と
沈
黙
』、
第

七
章
「
ロ
ド
リ
ゴ
司
祭
の
贖
い
」、
一
八
七
頁
）．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

66 

二
〇
一
六
年
公
開
の
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
作
品
『
沈
黙
：
サ
イ
レ
ン

ス
』（
ソ
ニ
ー
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
二
〇
一
七
年
）
で
は
、
一
時
間

五
五
分
の
箇
所
を
参
照
。

67 

こ
の
点
は
、
ソ
ニ
ー
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
沈

黙
：
サ
イ
レ
ン
ス
』
の
映
像
特
典
「『
沈
黙
：
サ
イ
レ
ン
ス
』
完
成
ま
で
の
旅
」
の
九
分

を
参
照
。

68 

ヤ
ハ
ウ
ェ
い
わ
く
、「
地
の
基
い
を
わ
た
し
が
す
え
た
と
き
君
は
何
処
に
い
た
の

か
」（
関
根
正
雄
訳
『
ヨ
ブ
記
』、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
一
年
、
三
八
章
）。
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言
わ
れ
る
）
筆
頭
使
徒
ペ
テ
ロ
に
な
り
た
か
っ
た
ユ
ダ
の
物
語
と
ま
で
評
さ

れ
る
69

。

「
ヨ
ブ
記
」
と
は
別
の
仕
方
で
神
と
信
仰
の
義
と
の
連
関
を
問
う
観
点
か

ら
、
遠
藤
は
キ
リ
ス
ト
者
の
弱
さ
を
吟
味
し
、「
無
か
ら
の
創
造
」
を
遥
か

遠
く
に
ま
な
ざ
し
え
た
。
す
な
わ
ち
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
戒
め
で
ふ
た
た
び
沈
黙

し
た
の
は
信
仰
厚
き
ヨ
ブ
だ
っ
た
が
、
こ
れ
と
は
異
な
り
、
遠
藤
『
沈
黙
』

で
描
き
だ
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
父
な
る
神
は
被
造
物
す
べ
て
の
一
つ
一
つ
を
同

時
に
呼
ぶ
が
ゆ
え
に
有
限
的
人
間
に
は
そ
の
声
が
沈
黙
と
化
す
。
神
の
こ
う

し
た
沈
黙
お
い
て
示
さ
れ
う
る
の
は
、
被
造
物
す
べ
て
が
根
ざ
す
「
無
か
ら

の
創
造
」
で
あ
り
、
こ
の
な
か
で
キ
リ
ス
ト
教
的
な
無
を
め
ぐ
る
思
索
が
可

能
と
な
る
。

こ
う
し
た
思
索
を
ふ
く
み
う
る
『
沈
黙
』
と
石
牟
礼
『
苦
海
浄
土
』
と
の
あ

い
だ
、
本
節
で
は
名
と
無
を
め
ぐ
る
存
在
論
的
事
情
の
い
く
つ
か
に
補
助
線

を
引
く
べ
く
、井
筒
俊
彦
の
東
西
比
較
思
想
を
参
照
し
、こ
れ
を
ハ
イ
デ
ガ
ー

の
思
索
へ
と
開
く
。
と
い
う
の
も
、
そ
う
す
る
こ
と
で
渡
辺
が
石
牟
礼
『
苦

海
浄
土
』
に
見
い
だ
し
た
「
存
在
／
無
と
時
間
」
の
存
在
論
的
連
関
と
そ
の

脱
底
を
め
ぐ
る
水
俣
的
思
索
の
内
実
が
解
き
明
か
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る

│

時
間
論
に
か
ん
し
て
は
、
つ
づ
く
§
６
「
水
俣
の
エ
ー
ト
ス
と
時
間
性
」
で

検
討
す
る
。

さ
て
、
東
西
比
較
思
想
の
言
葉
で
存
在
論
的
に
説
明
す
る
と
、「
色
」
と

は
存
在
者
の
存
在
意
味
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
色
へ
の
了
解
が「
識
」だ
が
70

、 
「
空
即
是
色
、
色
即
是
空
」（
玄
奘
訳
『
般
若
心
経
』）、
有
限
的
人
間
は
空
が
空
じ

て
色
一
切
の
識
な
く
存
在
者
全
体
の
存
在
論
的
無
名
態
へ
と
垂
直
的
に
自
己

滅
却
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
思
想
で
は
、
遠
藤
『
沈
黙
』
の
哲

学
的
考
察
を
ふ
ま
え
れ
ば
、「
ア
ダ
ム
」
が
作
っ
た
「
事
物
の
名
称
目
録
」71

す
べ
て
を
同
時
に
発
語
で
き
な
い
有
限
的
人
間
が
そ
れ
で
も
存
在
者
全
体
の

存
在
論
的
無
名
態
へ
と
自
己
化
身
す
る
こ
と
は
、
超
越
神
が
無
か
ら
存
在
者

全
体
を
創
造
し
た
御
業
を
告
げ
る「
声
な
き
声
」の
認
取
を
ふ
く
む
。こ
れ
は
、

神
が
存
在
す
る
こ
と
た
だ
そ
れ
だ
け
が
示
さ
れ
る
出
来
事
の
認
取
へ
の
存
在

論
的
通
路
と
な
る
「
存
在
論
的
ア
ス
ペ
ク
ト
」
で
あ
っ
た
72

。
す
な
わ
ち
、

存
在
者
全
体
の
存
在
論
的
無
名
態
で
あ
る
「
空
」
に
有
限
的
人
間
が
み
ず
か

ら
化
し
て
い
く
と
き
、
仏
教
で
は
想
定
し
な
い
キ
リ
ス
ト
教
的
創
造
と
そ
の

主
の
存
在
が
示
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
ロ
ゴ
ス
が
す
で
に
成
立
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
歴
史
的
に
言
え
ば
、

「
空
」
は
、
存
在
者
一
つ
一
つ
の
存
在
意
味
で
あ
る
色
へ
の
識
＝
解
釈
的
了

解
が
す
べ
て
脱
け
去
っ
て
匿
名
化
し
た
存
在
者
全
体
の
意
味
論
的
潜
勢
態
を

指
す
。
ロ
ゴ
ス
が
成
立
し
た
か
ら
こ
そ
想
定
可
能
と
な
っ
た
そ
の
始
ま
り
よ

り
前
、
す
な
わ
ち
、
始
ま
り
な
き
始
ま
り
に
出
来
し
た
全
体
的
無
名
態
は
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

69 
C

f. Fujim
ura, 

, C
hap. 7, p. 149

（
フ
ジ
ム
ラ
『
美
と
沈
黙
』、
第

七
章
「
ロ
ド
リ
ゴ
司
祭
の
贖
い
」、
一
八
六
頁
）．

70 

中
村
元
、
福
永
光
司
、
田
村
芳
朗
、
今
野
達
編『
岩
波　

仏
教
辞
典
』（
一
九
八
九

年
）
の
項
目
「
識
」（
三
四
二
頁
）
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

71 

ソ
シ
ュ
ー
ル
の
手
稿
に
は
、「
ア
ダ
ム
は
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
傍
に
呼
ん
で
、
そ

れ
ぞ
れ
に
名
前
を
つ
け
た
」
こ
と
を
例
示
し
て
「
事
物
の
名
称
目
録
と
い
う
考
え
方
」

を
説
明
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
丸
山
圭
三
郎
は
こ
の
考
え
方
を「
言
語
名
称
目
録
観
」

と
呼
ん
で
い
た
（
丸
山
圭
三
郎
『
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
思
想
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
、
一
一
六

頁
以
下
）。

72 

世
界
の
存
在
論
的
ア
ス
ペ
ク
ト
と
存
在
者
性
の
閃
き
に
か
ん
し
て
は
、
拙
稿
「
ハ

イ
デ
ガ
ー
的
カ
ン
ト
の
図
式
論
＝
演
繹
論
：
或
る
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
の
接

点
」（
嶺
岸
佑
亮
、
増
山
浩
人
、
梶
尾
悠
史
、
横
地
編
『
見
る
こ
と
に
言
葉
は
い
る
の
か
』
所
収
、

弘
前
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
三
年
）
を
参
照
。
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の
空
と
は
区
別
さ
れ
る
73

。

こ
う
し
て
幾
分
か
は
錯
綜
し
た
存
在
論
的
事
情
に
注
意
し
し
つ
、
神
話
的

ロ
ゴ
ス
や
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
ロ
ゴ
ス
の
さ
ま
ざ
ま
に
共
通
し
て
語
り
だ
さ
れ
て

い
た
存
在
者
全
体
の
様
子
を
本
稿
で
は
確
認
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、「
不

知
火
海
沿
岸
漁
業
風
」、「
こ
こ
に
ほ
と
ん
ど
無
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
て
い
た

い
と
な
み
、
生
命
そ
の
も
の
と
し
て
保
た
れ
て
い
た
世
界
が
あ
っ
た
」、
石

牟
礼
が
そ
う
指
摘
す
る
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
い
か
ら
で
あ
る
（『
苦
海
』、
五

二
六
頁
）。

石
牟
礼
が
思
う
に「
海
と
は
生
命
の
母
胎
を
意
味
し
」（『
苦
海
』、五
二
六
頁
）、

「
思
え
ば
潮
の
満
ち
干
き
し
て
い
る
時
間
と
い
う
も
の
は
、
太
古
の
ま
ま
に

か
わ
ら
な
く
て
、
生
命
た
ち
の
ゆ
り
籠
だ
っ
た
」（『
苦
海
』、
三
四
三
頁
）。
こ
の

海
か
ら
さ
ま
ざ
ま
に
出
現
し
た
生
命
が
「
ほ
と
ん
ど
無
の
よ
う
に
み
な
さ
れ

た
い
と
な
み
」
だ
と
表
現
さ
れ
る
。

な
ぜ
か
。

多
様
に
語
ら
れ
る
存
在
は
一
な
る
時
間
か
ら
了
解
さ
れ
る
と
「
超
越
論
的

ハ
イ
デ
ガ
ー
」
は
喝
破
し
た
が
74

、
多
様
に
語
ら
れ
る
生
命
は
一
な
る
海
か

ら
了
解
さ
れ
る
、
そ
う
言
い
う
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
生
命
の
母
胎
で
あ
る
海

の
一
性
は
、そ
れ
が
た
と
え
非
一
的
一
性
で
あ
る
に
せ
よ
、「
生
命
そ
の
も
の
」

の
文
学
的
思
索
を
可
能
に
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
…
…
。

井
筒
俊
彦
『
コ
ス
モ
ス
と
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
九
年
）
で

語
ら
れ
た
東
西
古
代
思
想
を
参
照
し
よ
う
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
で
或
る
存
在
者
の
成
り
立
ち
を
別
の
存
在
者
で
説
明
し
て

い
た
こ
ろ
、
無
名
の
存
在
者
全
体
が
「
闇
な
ど
が
充
満
す
る
巨
大
な
空
隙
の

意
」
と
し
て
生
起
し
、「
い
か
に
も
、
ま
ず
最
初
に
カ
オ
ス
が
生
じ
た
」
と
ヘ

ロ
ド
ト
ス
は
『
神
統
記
』（

）
で
記
し
た
75

。
あ
る
い
は
石
牟
礼

は
「
ほ
と
ん
ど
無
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
た
い
と
な
み
」
で
あ
る
「
生
命
そ
の

も
の
」
を
そ
う
し
た
カ
オ
ス
的
始
原
と
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ

の
カ
オ
ス
に
次
い
で
、
雨
を
受
け
る
ガ
イ
ア
＝
大
地
、
雨
を
降
ら
す
ウ
ラ
ノ

ス
＝
天
空
と
が
分
か
れ
、
コ
ス
モ
ス
＝
秩
序
は
こ
う
し
て
段
階
的
に
形
成
さ

れ
て
い
く
76

。
こ
れ
は
生
命
溢
れ
る
「
ピ
ュ
シ
ス
」77
の
多
様
性
が
豊
饒
化
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

U
niversity Press, 2007.　

次
節
で
と
り
あ
げ
る
論
考
の
九
鬼
周
造
「
文
学
の
形
而
上

学
」（
一
九
四
〇
年
）
で
考
察
の
基
本
ラ
イ
ン
を
設
定
し
て
い
る
が
、『
存
在
と
時
間
』

（
一
九
二
七
年
）
を
思
索
の
中
心
と
し
た
超
越
論
的
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
こ
れ
と
は
異
な
っ
て

「
転
回
の
思
索
」
に
与
か
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の『
芸
術
作
品
の
起
源
』（
一
九
三
五
年
）や『
哲

学
へ
の
寄
与
』（
一
九
三
六
〜
一
九
三
八
年
）
の
思
索
的
変
遷
に
か
ん
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
学

的
考
察
は
機
会
を
あ
ら
た
め
る
が
、
さ
し
あ
た
り
そ
の
一
部
は
拙
稿
「
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
と

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
哲
学
へ
の
寄
与
』
の
他
者
論
：
渡
名
喜
庸
哲
『
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
企
て
』

の
射
程
」（
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
協
会
編
『
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
研
究
』、
第
四
号
、
二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。

75 
『
神
統
記
』（
中
務
哲
郎
訳
『
ヘ
シ
オ
ド
ス　

全
作
品
』
所
収
、
京
都
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
三
年
）
の
九
九
頁
と
そ
の
註
１
を
参
照
。

76 
井
筒
俊
彦
『
コ
ス
モ
ス
と
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
九
年
）
の

二
二
九
頁
を
参
照
。

77 

ピ
ュ
シ
ス
概
念
の
肝
に
か
ん
し
て
は
、
信
太
光
郎
「
誰
が
死
ぬ
の
か
：
ポ
レ
モ
ス

と
オ
イ
コ
ス
を
め
ぐ
る
試
論
」（
佐
藤
香
織
、
遠
藤
健
樹
、
横
地
編
著
『
戦
う
こ
と
に
意
味
は

あ
る
の
か
﹇
増
補
改
訂
版
﹈
：
平
和
の
価
値
を
め
ぐ
る
哲
学
的
史
論
』
所
収
、
弘
前
大
学
出
版
会
、

二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

73 

こ
の
点
に
か
ん
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。
井
筒
俊
彦
『
コ
ス
モ
ス
と
ア
ン
チ
コ
ス

モ
ス
：
東
洋
哲
学
の
た
め
に
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
九
年
）
第
Ⅰ
章
「
事
事
無
礙
・
理
理

無
礙
」
の
三
一
頁
以
下
。

 

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
は
「
暴
力
と
形
而
上
学
」
の
な
か
で
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ

ナ
ス
に
よ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
読
解
の
正
否
を
問
い
つ
つ
、
英
語
〝there be

〞
や
ド
イ
ツ
語

〝es gibt

〞に
相
当
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
の「《
イ
リ
ア
》は
存
在
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
無
規
定
的
・
中
立
的
・
無
名
的
な
存
在
者
の
全
体
性
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

指
摘
し
た
が
（Jacques D

errida, 〝V
iolence et m

etaphysique

〞, in:
, Seuil, 1967, p. 133

）、
こ
の
指
摘
を
ふ
ま
え
る
と
、
イ
リ
ア
は
存
在
者
一

つ
一
つ
の
存
在
意
味
が
す
べ
て
脱
去
し
た
存
在
者
全
体
の
匿
名
的
存
在
と
し
て
考
え

う
る
。

74 
C

f. Steven C
row

ell, Jeff M
alpas, 

, Stanford 
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て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。

定
ま
り
な
き
何
か
の
塊
全
体
は
、
こ
う
し
て
名
を
一
つ
一
つ
得
て
い
く
万

物
の
源
泉
と
し
て
無
尽
の
可
能
性
に
満
ち
る
仕
方
で
さ
ま
ざ
ま
に
語
ら
れ
る

が
、
も
ち
ろ
ん
、
東
西
古
代
思
想
的
ロ
ゴ
ス
の
成
立
後
、
遡
及
的
な
仕
方
で

そ
う
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
神
話
や
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
歴
史
学
的
身
分
は
井

筒
に
よ
る
見
定
め
を
そ
れ
な
り
に
踏
襲
し
、
石
牟
礼
の
水
俣
的
ア
ニ
ミ
ズ
ム

を
考
察
す
る
手
が
か
り
と
す
る
が
、 

無
名
の
存
在
者
全
体
か
ら
そ
の
ロ
ゴ
ス

的
分
割
へ
の
進
展
を
カ
オ
ス
と
コ
ス
モ
ス
の
対
に
注
目
し
て
言
え
ば
、
井
筒

い
わ
く
、「
し
か
し
、
い
っ
た
ん
コ
ス
モ
ス
が
成
立
し
て
し
ま
う
と
、
今
度

は
そ
れ
に
対
立
す
る
カ
オ
ス
も
そ
の
性
格
を
変
え
は
じ
め
ま
す
」（『
コ
ス
モ
ス

と
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
』、
二
三
四
頁
）。

こ
れ
に
対
し
て
石
牟
礼
は
、
水
俣
病
な
き
水
俣
と
有
機
水
銀
に
汚
染
さ
れ

て
水
俣
病
あ
り
き
の
水
俣
と
の
あ
い
だ
、
つ
ま
り
は
水
俣
史
的
コ
ス
モ
ス
と

そ
の
崩
壊
と
の
あ
い
だ
に
立
っ
て
い
た
か
ぎ
り
、
カ
オ
ス
と
コ
ス
モ
ス
の
成

立
史
的
な
意
味
変
容
よ
り
も
複
雑
な
意
味
生
成
の
場
を
生
き
て
い
た
。
こ
の

消
息
を
石
牟
礼
は
水
俣
的
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
文
学
的
ロ
ゴ
ス
で
表
現
す
る
が
、

た
だ
し
、次
節
の
§
６「
水
俣
の
エ
ー
ト
ス
と
時
間
性
」で
確
認
す
る
よ
う
に
、

そ
う
し
て
多
様
に
語
り
だ
さ
れ
た
水
俣
的
存
在
者
諸
々
は
、
作
家
石
牟
礼

作
品
『
苦
海
浄
土
』
に
独
特
な
時
間
性
か
ら
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

概
括
し
て
言
え
ば
、
無
名
と
匿
名
、
ロ
ゴ
ス
の
成
立
や
原
初
的
分
割
の
手

前
と
そ
の
後
、
こ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
歴
史
的
／
時
間
的
関
係
が
形
而
上
学
的

問
題
と
し
て
姿
を
現
わ
し
て
い
た
。

あ
ら
た
め
て
井
筒
の
東
西
比
較
思
想
を
参
照
す
れ
ば
、
彼
が
言
う
「
大
乗

的
無
」
と
し
て
の
空
は
、
歴
史
的
／
時
間
的
に
は
存
在
者
全
体
の
存
在
論
的

匿
名
態
で
あ
り
（『
コ
ス
モ
ス
と
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
』、
三
一
頁
、
四
六
頁
）、
存
在
者
全

体
の
そ
う
し
た
意
味
的
潜
勢
態
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
哲
学
へ
の
寄
与
』
の
言

い
方
で
説
明
す
れ
ば
、「
第
一
の
始
原
」に
規
定
さ
れ
た「
存
在
史
」、つ
ま
り
、

「
形
而
上
学
史
」に
お
け
る
歴
史
的
匿
名
態
で
あ
る（

, 

§87

）。
と
は
い
え
、

そ
の
存
在
史
が
生
起
す
る
以
前
の
こ
と
を
あ
く
ま
で
「
第
一
の
始
原
」
と
い

う
形
而
上
学
的
出
来
に
そ
く
し
て
語
る
か
ぎ
り
、
そ
う
し
た
出
来
以
前
に
お

け
る
存
在
論
的
無
名
態
と
も
言
い
う
る
が
、
こ
れ
は
ロ
ゴ
ス
成
立
後
の
観
点

か
ら
考
え
ら
れ
た
、
ロ
ゴ
ス
な
き
無
名
態
で
あ
り
、
歴
史
的
で
は
な
く
、
垂

直
的
な
観
点
か
ら
言
え
ば
、
深
淵
的
無
名
態
で
あ
る
。
石
牟
礼
の
言
う
「
ほ

と
ん
ど
無
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
た
い
と
な
み
」
で
あ
る
「
生
命
そ
の
も
の
」

の
「
母
胎
」
は
、
文
学
的
ロ
ゴ
ス
の
観
点
か
ら
遡
及
的
に
言
え
ば
、
ロ
ゴ
ス

な
き
無
名
態
で
あ
り
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
直
観
が
開
く
垂
直
性
の
観
点
か
ら
言

え
ば
、
深
淵
的
無
名
態
と
な
る
。

こ
う
し
た
匿
名
態
や
無
名
態
に
対
し
て
、
存
在
論
的
な
事
象
で
あ
る
意
味

と
名
の
関
係
を
井
筒
は
こ
う
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
意
味
分
節
は

数
限
り
な
い
意
味
単
位
を
生
み
出
し
、
生
み
出
さ
れ
た
意
味
単
位
の
多
く
は

言
語
化
さ
れ
、『
名
』
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
、
そ
れ
を
人
間
の
意
識
が
様
々

な
事
物
事
象
、
す
な
わ
ち
も
の
と
こ
と
と
し
て
認
知
し
て
い
く
」（『
コ
ス
モ
ス

と
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
』、
二
三
七
頁
）。
こ
れ
は
、
コ
ス
モ
ス
の
存
在
秩
序
や
ピ
ュ
シ

ス
の
生
命
的
多
様
性
を
豊
饒
化
し
て
い
く
ロ
ゴ
ス
の
働
き
で
あ
り
、
石
牟
礼

の
文
学
的
ロ
ゴ
ス
も
、
こ
の
系
譜
に
あ
る
。

石
牟
礼
的
事
象
を
あ
ら
た
め
て
東
西
古
代
思
想
の
う
ち
に
確
か
め
よ
う
。

た
と
え
ば
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
神
話
、
つ
ま
り
は
神
話
的
ロ
ゴ
ス
成
立
後
の
遡

及
的
語
り
に
よ
れ
ば
、
カ
オ
ス
は
存
在
論
的
無
名
態
に
対
す
る
原
初
的
分
割

だ
と
言
え
、「
ま
ず
最
初
に
カ
オ
ス
が
生
じ
た
」（『
コ
ス
モ
ス
と
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
』、

二
二
九
頁
）。
も
し
く
は
『
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
』
で
は
「
暗
黒
が
底
知
れ
ぬ
水
を
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覆
い
、
神
の
息
吹
き
が
そ
の
水
面
を
風
の
よ
う
に
飄
々
と
吹
き
渡
っ
て
い
た
」

（『
コ
ス
モ
ス
と
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
』、
二
三
〇
頁
）。
神
話
的
、
古
代
宗
教
的
に
語
り
だ

さ
れ
た
無
名
的
存
在
者
全
体
は
、「『
水
』
の
イ
メ
ー
ジ
が
示
唆
し
て
お
り
ま

す
よ
う
に
、
空
虚
で
は
な
く
て
、
ま
だ
一
定
の
形
を
取
っ
て
い
な
い
、
そ
し

て
ど
こ
に
も
一
定
の
形
を
も
っ
た
も
の
の
な
い
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
暗
い

無
の
空
間
で
す
」（『
コ
ス
モ
ス
と
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
』、
二
三
一
頁
）。
こ
れ
は
「
漠
々

と
し
て
果
て
し
な
く
続
き
、
深
い
水
の
よ
う
に
漂
い
流
れ
る
無
定
形
の
質
料

の
ひ
ろ
が
り
」
で
あ
っ
た
（
井
筒
『
コ
ス
モ
ス
と
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
』、
二
三
一
頁
）

│

デ
カ
ル
ト
近
世
哲
学
で「
物
体
」の「
本
質
」と
さ
れ
た「
ひ
ろ
が
り（

）」

概
念
と
の
異
同
は
問
わ
れ
る
が
。

石
牟
礼
に
と
っ
て
不
知
火
の
海
は
、
こ
う
し
た
古
代
的
イ
メ
ー
ジ
に
照
ら

し
て
見
ら
れ
て
お
り
、そ
れ
ゆ
え
、海
は
生
命
そ
の
も
の
の
母
胎
と
言
わ
れ
る
。

名
前
あ
っ
て
名
の
な
き
も
の
た
ち
で
あ
る
水
俣
病
患
者
た
ち
と
そ
の
家

族
、
石
牟
礼
ら
は
こ
う
し
て
自
分
を
ふ
く
む
生
き
と
し
生
け
る
も
の
原
初
的

出
来
を
ま
な
ざ
し
え
た
が
、
と
は
い
え
、
そ
れ
は
、
な
い
こ
と
も
あ
り
え
た

の
に
、
な
ぜ
か
こ
の
よ
う
に
生
き
て
存
在
し
え
て
い
る
こ
と
へ
の
単
純
な
礼

賛
で
は
な
か
っ
た
。
他
で
も
あ
り
え
た
の
に
、
お
の
れ
ら
が
な
ぜ
か
水
俣
病

に
侵
さ
れ
て
生
き
て
い
る
こ
と
へ
の
不
条
理
に
浸
さ
れ
た
目
で
、
こ
の
世
界

の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
見
ざ
る
を
え
な
い
。

苦
界
浄
土
で
の
出
来
事
で
あ
る
。

土
本
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
作
品
『
水
俣
：
患
者
さ
ん
と
そ
の

世
界
』
に
映
し
だ
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
水
俣
の
被
害
民
た
ち
も
ま
た
、
実

子
の
父
親
で
あ
る
義
光
師
匠
に
教
わ
っ
た
ご
詠
歌
を
唄
い
、
小
鐘
を
鳴
ら
し

な
が
ら
声
を
合
わ
せ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
現
世
の
だ
れ
か
を
前
に
唄
い
な
が

ら
も
、
今
は
亡
き
水
俣
病
の
家
族
た
ち
へ
と
向
け
ら
れ
た
供
養
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
、仏
を
な
っ
た
家
族
た
ち
を
思
っ
て
の
ご
詠
歌
で
あ
ろ
う
が
、『
弘

法
大
師
和
讃
』
で
言
わ
れ
た
と
お
り
、「
繋
が
ぬ
沖
の
捨す

て

小お

舟ぶ
ね

、
生し

ょ
う
じ死

の
苦

海
果
も
な
し
」（『
苦
海
浄
土
』、
九
頁
）78
、
存
在
の
錘
鉛
は
着
床
す
る
こ
と
な
く
、

「
捨
小
舟
」
は
ひ
た
す
ら
に
漂
流
す
る
（
池
澤
解
説
、
七
六
〇
頁
）。「
ほ
と
ん
ど
無

の
よ
う
に
み
な
さ
れ
た
い
と
な
み
」
で
あ
る
生
命
そ
の
も
の
の
母
胎
は
、
存

在
の
錘
鉛
が
そ
こ
に
安
ら
う
こ
と
な
き
深
淵
で
あ
っ
た
。

も
の
う
い
表
情
で
、
わ
た
し
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
年
齢
の
女
性
が
、
あ
く

び
な
ど
を
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、生
活
に
疲
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、

生
き
て
そ
こ
に
い
る
の
が
、
な
に
か
し
ら
腑
に
落
ち
な
い
と
い
う
よ
う
に

も
み
え
た
。
そ
ん
な
様
子
に
気
を
配
っ
て
い
る
と
、
生
命
と
い
う
も
の
が

こ
の
世
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
ど
こ
か
無
理
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
も
感
ぜ
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。（『
苦
海
』、
三
三
九
頁
）

「
も
の
う
い
表
情
」
で
「
あ
く
び
」
が
お
の
ず
と
で
て
し
ま
う
心
持
ち
は
、

自
分
が
な
ぜ
か
生
き
て
い
る
現
実
そ
の
も
の
が
根
ざ
す
「
ほ
と
ん
ど
無
の
よ

う
に
み
な
さ
れ
た
い
と
な
み
」
へ
の
「
被
投
」
を
開
示
す
る
「
情
態
性
」
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
79

。
同
時
に
、
黒
地
の
布
に
「
怨
」
の
字
を
白
抜
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

78 
石
牟
礼
の
新
作
能
「
不
知
火
」
と
の
共
通
点
に
か
ん
し
て
は
、
栗
原
彬
『「
存
在
の

現
れ
」の
政
治
：
水
俣
病
と
い
う
思
潮
』（
以
文
社
、二
〇
〇
五
年
）の
三
〜
四
頁
を
参
照
。

79 

こ
の
点
に
か
ん
し
て
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
一
九
二
九
／
三
〇
年
冬
学
期
講
義
『
形

而
上
学
の
根
源
的
諸
概
念
』（

）
で
と
り
あ
げ
た
「
退
屈
さ
」
と
い
う
「
情
態

性
」
と
比
較
し
て
解
釈
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
情
態
性
の
重
層
性
に
か
ん
し
て
は
、

拙
著『
戦
争
の
哲
学
：
自
由
・
理
念
・
講
和
』（
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
二
年
）
の
§
17

「
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
の
重
層
性
と
、
ご
っ
こ
遊
び
」
を
参
照
。
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し
た
幟
を
掲
げ
る
水
俣
病
患
者
た
ち
と
そ
の
家
族
、
石
牟
礼
ら
の
情
態
性
で

あ
る
80

。
と
は
い
え
、「
苦
に
逢
う
も
憂
え
ず
、
何
を
以
て
の
故
に
、
識
は
本
に
達

す
る
が
故
に
」
と
、「
報
怨
行
」
で
「
怨
」
を
梃
に
し
て
「
本
」
を
成
就
す
る
81

と
言
い
た
い
わ
け
も
な
く
、
幟
を
手
に
し
た
水
俣
病
患
者
た
ち
と
そ
の
家
族

は
、「
生
命
と
い
う
も
の
が
こ
の
世
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
ど
こ

か
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
感
じ
な
が
ら
、
そ
う
し
た
故
な
き
不
条

理
の
な
か
で
苦
海
が
浄
土
だ
と
諦
観
す
る
何
か
へ
と
自
己
滅
却
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
…
…
82

。

日
本
思
想
史
を
ふ
り
か
え
れ
ば
、
西
田
幾
多
郎
の
高
弟
で
あ
る
久
松
真
一

は
、「
禅
は
、
人
間
か
ら
遠
く
懸
絶
し
て
行
っ
た
『
聖
的
』
な
る
仏
を
人
間
の

裡
に
奪
還
し
て
、『
無
聖
的
』
な
る
人
間
仏
を
建
立
せ
ん
と
す
る
も
の
」83
で

あ
り
、
す
な
わ
ち
、「
神
も
し
く
は
仏
を
人
外
に
求
め
ず
、
天
国
あ
る
い
は

浄
土
を
他
界
に
求
め
ず
、
人
即
仏
、
現
実
即
是
浄
土
を
提
唱
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
」84
と
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、禅
家
の「
見
性
」と
い
っ

た
高
み
で
「
人
即
仏
」、「
現
世
即
涅
槃
」
を
悟
り
、
石
牟
礼
ら
は
水
俣
の
地

を
「
苦
海
浄
土
」
と
呼
ん
だ
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

水
俣
的
地
霊
性
に
塗
れ
、
孤
高
な
ら
ざ
る
地
べ
た
に
群
れ
て
石
牟
礼
は
書

名
を
『
苦
海
浄
土
』
と
し
た
。

石
牟
礼
が
そ
う
し
て
「
死
に
ゆ
く
魂
の
哀
憐
さ
に
化
身
し
て
語
ろ
う
と
」

し
た
か
ぎ
り
（『
苦
海
』、
二
三
三
頁
）、「
石
牟
礼
た
ち
」
は
書
名
を『
苦
海
浄
土
』

と
し
た
。

「
な
ぜ
水
俣
病
が
あ
っ
て
無
で
は
な
い
の
か
」、「

│
水
俣
病
の
な
ん
の
、 

そ
げ
ん
見
苦
し
か
病
気
に
、
な
ん
で
俺
が
か
か
る
か
」（『
苦
海
』、
四
三
頁
）。

水
俣
病
の
存
在
／
無
に
始
ま
る
脱
底
的
思
索
は
、
果
て
な
き
深
さ
に
お
い

て
〝Seyn

〞（

）
を
め
ぐ
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
と
も
別

の
仕
方
で
「
絶
対
無
」85
を
め
ぐ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。

次
節
で
は
、
こ
の
問
い
へ
の
途
上
で
石
牟
礼
『
苦
海
浄
土
』
の
時
間
論
を

確
認
す
る
。

§
６　

水
俣
の
エ
ー
ト
ス
と
時
間
性　

「
存
在
の
錘
鉛
」
は
（『
苦
海
』、
二
三
六
頁
）、
何
ら
か
の
海
床
に
着
地
し
て
固

定
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
水
俣
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
の
存
在
論
的
ア
プ

リ
オ
リ
性
に
気
が
つ
か
れ
た
と
き
、
そ
の
ア
プ
リ
オ
リ
性
は
相
対
化
さ
れ
、

む
し
ろ
存
在
の
深
淵
に
臨
ん
で
い
た
こ
と
そ
れ
自
体
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

水
俣
の
被
害
民
は
、
こ
の
よ
う
な
存
在
の
深
淵
を
み
ず
か
ら
生
き
た
。

本
節
で
は
、
エ
ー
ト
ス
の
学
知
と
そ
の
深
淵
で
遂
行
さ
れ
る
脱
底
的
思
索

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

80 

「
怨
」
の
「
死
旗
」
は
石
牟
礼
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
っ
た
点
に
か
ん
し
て
は
、
張
遠
政

「
道
の
研
究
：
わ
き
道
・
被
災
し
た
道
・
巡
礼
の
道
」（
宇
野
瑞
木
、
高
山
編
『
石
牟
礼
道

子
を
読
む
：
世
界
を
ひ
ら
く
／
漂さ

れ流
く
』、
東
京
大
学
ア
ジ
ア
藝
文
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）
の
十
四

頁
を
参
照
。

81 

柳
田
聖
山
『
禅
の
語
録
１ 

達
摩
の
語
録
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
の
三
三
頁
を

参
照
。

82 

「
苦
海
浄
土
会
」
に
か
ん
し
て
は
、
土
本
典
昭
監
督
作
品
『
水
俣
：
患
者
さ
ん
と

そ
の
世
界
』（D

V
D

版
、
株
式
会
社
シ
グ
ロ
、
二
〇
〇
六
年
）
の
★
分
を
参
照
。

83 

久
松
真
一
『
東
洋
的
無
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
七
年
）
の
七
五
頁
を
参
照
。

84 

久
松
『
東
洋
的
無
』
の
七
五
頁
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

85 

西
田
が
考
え
る
「
真
の
無
」「
絶
対
無
」
に
か
ん
し
て
は
、
張
政
遠
「「
形
な
き
も

の
の
形
を
見
る
こ
と
」
と
「
声
な
き
も
の
の
声
を
聞
く
こ
と
」」（『
立
命
館
大
学
人
文
科
学

研
究
所
紀
要
』
所
収
、
一
三
二
号
、
二
〇
二
三
年
）
の
第
二
節
「
形
な
き
も
の
の
形
を
見
、
声

な
き
も
の
の
声
を
聞
く
」
を
参
照
。
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と
を
保
持
し
な
が
ら
、生
命
環
境
倫
理
学
的
形
而
上
学
の
時
間
論
を
確
か
め
る
。

ま
ず
は
前
節
で
確
認
し
た
「
名
前
あ
っ
て
名
な
き
も
の
た
ち
」
の
問
題
が

時
間
／
歴
史
と
い
か
な
る
関
係
を
も
つ
の
か
を
解
き
明
か
す
が
、
こ
れ
は
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
で
論
じ
ら
れ
た
時
間
／
歴
史
論
の
構
え
に
近

し
い
。
石
牟
礼
は
、「
客
観
的
時
間
」
は
本
来
的
時
間
で
は
な
い
と
考
え
る

点
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
共
に
時
間
を
め
ぐ
る
思
索
を
そ
れ
な
り
に
わ
か
ち
も

ち
、
か
つ
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
に
刺
激
さ
れ
て
独
自
の
瞬
間
的
永
遠
論
を

提
示
し
た
九
鬼
と
も
本
来
的
時
間
の
形
を
わ
か
ち
も
っ
て
い
た
86

。

本
稿
の
最
初
、石
牟
礼『
苦
海
浄
土
』完
結
と
な
っ
た
そ
の「
第
二
部
：
神
々

の
村
」（
二
〇
〇
四
年
）
に
か
ん
す
る
渡
辺
の
解
釈
を
確
認
し
た
。
以
下
で

あ
る
。

し
か
し
「
第
二
部
」
は
い
っ
そ
う
深
い
世
界
へ
降
り
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
も

は
や
裁
判
と
も
告
発
と
も
関
係
の
な
い
基
層
の
民
俗
世
界
、
作
者
自
身
の

言
葉
を
借
り
れ
ば
「
時
の
流
れ
の
表
に
出
て
、
し
か
と
は
自
分
を
主
張
し

た
こ
と
が
な
い
ゆ
え
に
、
探
し
出
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
精
神
の
秘
境
」
で

あ
り
、「
一
度
も
名
の
り
出
た
こ
と
の
な
い
無
冠
の
魂
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
、

お
そ
ら
く
は
こ
の
世
に
下
さ
れ
た
存
在
の
錘
鉛
と
で
も
い
う
べ
き
人
び

と
」、「
か
つ
て
一
度
も
歴
史
の
面
に
立
ち
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
な
く
、
し
か

も
人
類
史
的
に
養
っ
て
き
た
血
脈
た
ち
」
の
織
り
な
す
世
界
で
あ
っ
て
、

そ
の
造
型
は「
第
二
部
」の
表
現
の
深
層
レ
ベ
ル
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。（cf. 

『
苦
海
』、
二
三
六
頁
以
下
、
四
五
八
頁
）

い
く
つ
か
確
認
し
た
い
。

ま
ず
、
石
牟
礼
の
言
う
「
時
の
流
れ
の
表
に
出
て
、
し
か
と
は
自
分
を
主

張
し
た
こ
と
が
な
い
ゆ
え
に
、
探
し
出
さ
れ
た
こ
と
も
な
い
精
神
の
秘
境
」87
、 

す
な
わ
ち
、「
名
前
あ
っ
て
名
な
き
も
の
た
ち
」
の
精
神
に
潜
ん
で
い
た
秘

境
と
は
何
か
。

拙
稿
「
人
間
と
時
間
の
小
史
」
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
88

、
簡
単
に
確
認

し
て
お
く
。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
「
親
し
み
深
く
熟
知
の
も
の
と
し
て
言
及
す
る
」

時
間
は
89

、
と
は
い
え
、
そ
の
成
り
立
ち
を
明
ら
か
に
す
る
ま
で
「
記
憶
な

し
に
は
私
は
『
私
』
と
い
う
こ
と
ば
す
ら
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
は
ず
な

の
に
、
そ
の
自
分
の
記
憶
の
力
を
、
私
自
身
完
全
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
」90
。
な
ぜ
な
ら
、「
自
分
の
記
憶
の
力
」
は
「
密
か
な
洞
窟
の
中
に
で

も
か
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
記
憶
の
中
に
奥
深
く
潜
み
隠
れ
て
い
る
」

か
ら
で
あ
っ
た
91

。
記
憶
の
洞
窟
を
こ
う
し
て
そ
の
奥
底
ま
で
探
索
し
た
う

え
で
そ
の
外
部
に
神
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
い
だ
し
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

は
、「
直
視
す
る
現
在
」、「
想
起
す
る
現
在
」、「
期
待
す
る
現
在
」
が
絡
み

合
っ
て
一
つ
の
循
環
的
時
間
を
織
り
な
す
こ
と
、
こ
こ
に
時
間
の
真
相
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

86 

拙
稿
「〈
い
き
〉
と
時
間
：
九
鬼
周
造
試
論
」（
日
本
現
象
会
編
『
現
象
学
年
報
』
第

二
七
号
所
収
、
二
〇
一
一
年
を
参
照
）
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

87 

渡
辺
「『
苦
海
浄
土
・
第
二
部
』
の
真
価
」（『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
』
所
収
）
の

一
六
七
頁
を
参
照
。

88 
拙
稿
「
人
間
と
時
間
の
小
史
：
多
様
な
虚
実
の
な
か
で
」（
弘
前
大
学
人
文
社
会
科

学
部
編
『
人
文
社
会
科
学
論
叢
』、
第
十
二
巻
、
二
〇
二
二
年
）
の
第
四
節
「
人
間
の
世
界
と
洞

窟
」
を
参
照
。

89 

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス『
告
白
Ⅲ
』（
山
田
訳
）、
十
一
巻
、
十
四
章
、
十
七
番
、
三
八

頁
を
参
照
。

90 

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス『
告
白
Ⅱ
』（
山
田
訳
）、十
巻
、十
六
章
、二
六
八
頁
を
参
照
。

91 

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス『
告
白
Ⅱ
』（
山
田
訳
）、
十
巻
、
十
章
、
十
七
番
、
二
五
二
頁
を

参
照
。
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い
だ
す
92

。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
こ
う
し
た
思
索
の
構
え
に
比
し
て
言
え
ば
、
水
俣

に
住
ま
う
「
名
前
あ
っ
て
名
な
き
も
の
た
ち
」
の
精
神
に
潜
む
秘
境
は
神
な

き
人
間
存
在
の
深
淵
で
あ
り
、
水
俣
史
的
エ
ー
ト
ス
の
脱
底
を
思
索
す
る
た

め
の
形
而
上
学
的
最
終
路
で
あ
っ
た
。
水
俣
的
エ
ー
ト
ス
の
時
間
論
は
、
そ

の
形
而
上
学
的
最
終
路
を
思
索
す
る
途
上
で
あ
ら
わ
に
な
る
。

渡
辺
は
「
名
前
あ
っ
て
名
な
き
も
の
た
ち
」
を
「
か
つ
て
一
度
も
歴
史
の

お
も
て
に
立
ち
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
な
く
、
し
か
も
人
類
史
的
に
養
っ
て
き
た

血
脈
た
ち
」
と
呼
ん
で
い
た
（『
苦
海
』、
二
三
六
頁
）
93

。「
血け

ち
み
ゃ
く脈

」
と
は
仏
教
概
念

で「
本
来
父
子
で
は
な
い
」「
師
匠
と
弟
子
の
間
で
法
門
を
相
承
す
る
こ
と
」

を
指
す
が
、
原
義
は
「
血
統
」
で
あ
る
94

。

人
類
史
は
、
そ
れ
が
結
晶
化
し
て
「
歴
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
」
を
生
み
だ
し

た
が
、
こ
の
歴
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
と
そ
の
「
存
在
論
的
一
回
性
」
に
わ
れ
わ

れ
有
限
的
人
間
が
気
づ
い
た
と
き
に
初
め
て
95

、
そ
の
底
が
脱
け
る
こ
と
そ

の
こ
と
の
思
索
が
可
能
に
な
る
。
水
俣
史
的
ア
プ
リ
オ
リ
、
つ
ま
り
、
水
俣

的
エ
ー
ト
ス
の
歴
史
的
事
象
に
ま
つ
わ
る
存
在
論
的
ア
プ
リ
オ
リ
は
、
脱
底

的
思
索
へ
の
形
而
上
学
的
最
終
路
な
の
で
あ
る
。

社
会
に
冠
た
る
著
名
人
が
生
き
る「
時
の
流
れ
の
表
」に
目
を
奪
わ
れ
ず
、

渡
辺
は
、
作
家
石
牟
礼≒

作
品『
苦
海
浄
土
』の
時
間
意
識
を
説
明
こ
う
語
っ

て
い
る
。

作
者
に
は
い
つ
も
の
こ
と
だ
が
、
直
進
的
な
時
間
の
経
過
の
意
識
が
欠
け

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。「
第
二
部
」〔
＝
神
々
の
村
、
二
〇
〇
四
年
〕
は

事
件
の
経
過
を
順
を
追
っ
て
叙
べ
る
こ
と
を
せ
ず
、
時
間
が
渦
を
巻
い
て

循
環
す
る
よ
う
な
構
造
を
も
っ
て
い
る
。96

ハ
イ
デ
ガ
ー
語
で
言
え
ば
、
石
牟
礼
と
い
う
作
家
と
『
苦
海
浄
土
』「
第

二
部
」
と
い
う
作
品
の
「
現
存
在
（D

asein

）」
は
、
世
界
が
開
か
れ
る
「
現

（D
a

）」を
そ
な
え
た
存
在
者
で
あ
っ
た
97

。
そ
の
存
在
を
意
味
づ
け
る
の
は
、

生
命
体
す
べ
て
の
存
在
を
お
の
ず
と
思
索
し
て
あ
ら
わ
に
な
っ
た
「
神
話
の

時
間
」
で
あ
り
（『
苦
海
』、
三
三
八
頁
）98
、
河
出
書
房
新
社
版
『
苦
海
浄
土
』
に
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

92 

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
告
白
Ⅲ
』（
山
田
訳
）、
十
一
巻
、
二
八
章
、
三
七
番
、

七
四
頁
を
参
照
。

93 

渡
辺
「『
苦
海
浄
土
・
第
二
部
』
の
真
価
」（『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
』
所
収
）
の

一
六
七
頁
を
参
照
。

94 

中
村
元
、
福
永
光
司
、
田
村
芳
朗
、
今
野
達
編
『
岩
波　

仏
教
辞
典
』（
一
九
八

九
年
）
の
項
目
「
血
脈
」（
二
二
六
頁
）
を
参
照
。

95 

「
存
在
者
性
」の
閃
き
と
い
う
一
回
性
の
こ
と
で
あ
る
。
序
数
的
表
現
に
見
え
て
、

そ
う
で
は
な
く
、「
別
の
始
原
」
と
対
を
な
す
「
第
一
の
始
原
」
と
い
う
時
間
概
念
を
ハ

イ
デ
ガ
ー
は
『
哲
学
へ
の
寄
与
』
で
提
示
し
た
が
（

, 

§90

）、
第
一
の
始
原
は
時

間
に
内
在
し
た
時
間
様
相
の
一
つ
に
見
え
な
が
ら
、
実
は
取
替
不
可
能
な
原
事
実
ゆ

え
に
一
回
的
な
始
ま
り
で
あ
り
、
歴
史
的
時
間
の
積
み
重
ね
を
可
能
に
す
る
「
形
而
上

学
史
」
生
起
の
閃
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
閃
き
は
、
後
世
に
あ
っ
て
思
索
的
に
追
体
験
さ

れ
る
が
、
形
而
上
学
史
を
規
定
す
る
が
ゆ
え
に
超
越
論
的
で
あ
り
、
同
時
に
、
思
索

家
一
人
一
人
が
そ
れ
を
経
験
す
る
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
に
歴
史
的
変
容
を
被
る
か
ぎ
り

で
経
験
的
で
あ
り
、
こ
う
し
て
存
在
者
性
は
い
っ
そ
う
豊
か
に
醸
成
し
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

96 

渡
辺
「『
苦
海
浄
土
・
第
二
部
』
の
真
価
」（『
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
世
』
所
収
）
の

一
七
〇
頁
を
参
照
。

97 

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』、『
芸
術
作
品
の
起
源
』、『
哲
学
へ
の
寄
与
』
を

思
索
的
変
遷
に
そ
く
し
て
当
然
解
釈
す
べ
き
だ
が
、
本
稿
で
は
石
牟
礼
『
苦
海
浄
土
』

解
釈
の
た
め
、
文
学
作
品
も
ま
た
そ
こ
に
世
界
が
開
か
れ
る
現
存
在
で
あ
る
点
を
強

調
し
て
お
く
。

98 

「
神
話
」
に
お
け
る
「
圧
倒
的
な
こ
と
」
と
存
在
者
全
体
の
存
在
の
存
在
論
的
関
係

に
か
ん
し
て
は
、
拙
稿「
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
と
ハ
イ
デ
ガ
ー『
哲
学
へ
の
寄
与
』の
他
者
論
：

渡
名
喜
庸
哲『
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
企
て
』の
射
程
」（
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
協
会
編『
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
研
究
』、

第
四
号
、
二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。 
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さ
れ
た
池
澤
夏
樹
「
解
説　

不
知
火
海
の
古
代
と
近
代
」（
以
下
、
池
澤
解

説
と
略
記
）で
指
摘
さ
れ
る
に
、「
古
代
的
な
時
間
意
識
」
で
あ
る（
池
澤
解
説
、

七
六
〇
頁
、
七
六
四
頁
）。　

石
牟
礼
が
、
水
俣
史
的
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
文
学
的
ロ
ゴ
ス
で
語
る
と
こ
ろ
、

「
思
え
ば
潮
の
満
ち
干
き
し
て
い
る
時
間
と
い
う
も
の
は
、
太
古
の
ま
ま
に

か
わ
ら
な
く
て
、
生
命
た
ち
の
ゆ
り
籠
だ
っ
た
」（『
苦
海
』、
三
四
三
頁
）。

「
ほ
と
ん
ど
無
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
て
い
た
い
と
な
み
」、
つ
ま
り
、「
生

命
そ
の
も
の
」
は（『
苦
海
』、
五
二
六
頁
）、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
言
う「
世
界
の
無
」、

す
な
わ
ち
、
存
在
者
一
つ
一
つ
の
存
在
意
味
す
べ
て
が
脱
去
し
て
そ
の
意
味

連
関
全
体
そ
の
も
の
が
、
つ
ま
り
は
仏
教
的
な
「
縁
起
」99
が
な
あ
ら
わ
に
な

る
手
前
に
当
た
る
の
か
、
あ
る
い
は
〝Seyn
〞
と
は
異
な
る
「
絶
対
無
」
を
ま

な
ざ
し
て
の
「
存
在
論
的
ア
ス
ペ
ク
ト
」
な
の
か
100

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
水
俣
の
漁
師
た
ち
の
古
代
的
な
時
間
感
覚
」
に
育
ま

れ
た
石
牟
礼
は
（
池
澤
解
説
、
七
六
〇
頁
）、「
四
歳
」
の
と
き
に
は
す
で
に
「
古
代

的
な
無
時
間
の
世
界
」
を
生
き
て
い
た
と
池
澤
は
指
摘
す
る
（
池
澤
解
説
、
七
六

四
頁
）。
な
ぜ
な
ら
、
石
牟
礼
は
数
え
る
こ
と
の
可
能
無
限
を
恐
れ
、
空
間
化

さ
れ
た
時
間
の
数
的
客
観
性
に
よ
る
社
会
的
呪
縛
を
拒
否
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
（『
苦
海
』、
七
六
四
頁
）。

石
牟
礼
が
恐
れ
た
客
観
的
時
間
の
成
り
立
ち
は
、
水
俣
と
は
別
の
苦
界
＝

苦
海
を
ま
な
ざ
し
た
九
鬼
周
造
に
よ
る
時
間
概
念
の
簡
潔
明
瞭
な
説
明
を
手

が
か
り
に
考
察
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、「
量
的
時
間
と
は
時
計
の
時
間
の
よ

う
に
一
、
二
、
三
、
四
、
と
数
え
る
こ
と
の
で
き
る
時
間
で
あ
る
」が
101

、「
各

単
位
が
同
じ
で
互
い
に
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
い
れ
ば
こ
そ
数
と
し
て
加
え
て

行
く
こ
と
が
で
き
る
」102
。
時
計
で
空
間
化
さ
れ
た
時
間
の
う
ち
に
数
え
る

こ
と
の
可
能
無
限
は
こ
う
し
て
生
起
す
る
。

こ
の
可
能
無
限
と
比
較
さ
れ
て
そ
の
内
実
が
明
か
さ
れ
る
の
は
、
九
鬼
本

人
や
〈
い
き
〉
な
孤
悲
仲
の
二
人
が
生
き
た
形
而
上
学
的
無
限
で
あ
る
。

九
鬼
は
そ
の
論
考
「
文
学
の
形
而
上
学
」（
一
九
四
〇
年
）
で
「
言
語
に
よ
る

時
間
芸
術
」
に
注
目
し
103

、「
日
本
詩
の
押
韻
」
で
言
葉
の
「
韻
律
」
に
注
目

し
て
い
た
104

。
前
者
の
「
文
学
の
形
而
上
学
」
に
お
い
て
文
学
を
最
狭
義
で

「
言
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
芸
術
」
と
規
定
す
る
九
鬼
は
105

、「
文
学
が
時

間
芸
術
の
一
つ
で
あ
る
…
…
」
こ
と
を
強
調
す
る
106

。
つ
ま
り
、
芸
術
表
現

の
観
点
か
ら
「
文
学
と
時
間
」
の
存
在
論
的
連
関
を
周
造
は
問
う
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

101 

九
鬼
周
造
「
文
学
の
形
而
上
学
」（
坂
部
恵
編
『
偶
然
性
の
問
題
・
文
芸
論
』
所
収
、
燈

影
舎
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
二
七
八
頁
を
参
照
。 

102 

九
鬼
周
造
「
文
学
の
形
而
上
学
」（
坂
部
恵
編
『
偶
然
性
の
問
題
・
文
芸
論
』
所
収
、
燈

影
舎
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
二
七
八
頁
以
下
を
参
照
。 

103 

九
鬼
周
造
「
文
学
の
形
而
上
学
」（
坂
部
恵
編
『
偶
然
性
の
問
題
・
文
芸
論
』
所
収
、
燈

影
舎
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
二
七
三
頁
を
参
照
。 

104 

手
軽
に
は
九
鬼
周
造
「
日
本
詩
の
押
韻
」（
田
中
久
文
編
『
近
代
日
本
思
想
選　

九
鬼
周

造
』
所
収
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。
詳
し
く
は
『
九
鬼
周
造
全
集　

第
五
巻
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

105 
九
鬼
周
造
「
日
本
詩
の
押
韻
」（『
岩
波
講
座　

日
本
文
学
』
所
収
、
一
九
三
一
年
）
を
参

照
。
九
鬼
の
押
韻
論
に
か
ん
し
て
は
、
大
東
俊
一
「
九
鬼
周
造
の
押
韻
論
」（
法
政
大
学

教
養
部
編『
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
：
人
文
科
学
編
』所
収
、
第
九
六
巻
、
一
九
九
六
年
）を
参
照
。 

106 

九
鬼
周
造
「
文
学
の
形
而
上
学
」（
坂
部
恵
編
『
偶
然
性
の
問
題
・
文
芸
論
』
所
収
、
燈

影
舎
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
二
七
三
頁
を
参
照
。「
地
平
」
概
念
は
九
鬼
『
偶
然
性
の
問
題
』

を
「
無
の
形
而
上
学
」
へ
と
ま
と
め
あ
げ
る
鍵
概
念
で
あ
っ
た
（『
偶
然
性
の
問
題
』、
岩

波
文
庫
、
二
〇
一
二
年
、
二
七
三
頁
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

99 

中
村
元
、
福
永
光
司
、
田
村
芳
朗
、
今
野
達
編『
岩
波　

仏
教
辞
典
』（
一
九
八
九

年
）
の
項
目
「
縁
起
」（
七
七
頁
以
下
）
を
参
照
。

100 

〝Seyn

〞
と
異
な
る
と
記
し
つ
つ
、「
存
在
論
的
ア
ス
ペ
ク
ト
」
と
い
う
語
を
そ
の

ま
ま
も
ち
い
る
こ
と
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
う
し
た
絶
対
無
の
思
索

で
織
り
な
さ
れ
た
布
置
の
な
か
で
意
味
を
も
つ
語
と
し
て
使
用
し
た
。
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文
学
の
本
質
は
、
言
語
に
よ
る
時
間
芸
術
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
大
略
が

示
さ
れ
る
。
従
っ
て
、文
学
を
時
間
の
地
平
に
お
い
て
解
明
す
る
こ
と
が
、

文
学
の
形
而
上
学
の
主
要
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
時
間
の

問
題
の
哲
学
的
重
要
性
に
関
し
て
は
、
今
更
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
例
え

ば
ベ
ル
グ
ソ
ン
は
時
間
に
つ
い
て
「
最
大
の
哲
学
諸
問
題
の
鍵
は
そ
こ
に

あ
る
」
と
い
い
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
も
「
正
し
く
解
明
さ
れ
た
時
間
の
現
象

の
中
に
す
べ
て
の
存
在
学
の
中
心
問
題
が
根
ざ
し
て
い
る
」
と
言
っ
て
い

る
。107

石
牟
礼
に
お
い
て
作
者
の
彼
女
自
身
と
作
品
そ
の
も
の
が
み
ず
か
ら
「
言

語
に
よ
る
時
間
芸
術
」
と
化
し
て
い
る
こ
と
に
お
の
ず
と
気
が
つ
く
に
は
、

水
俣
と
東
京
の
あ
い
だ
、
往
還
道
を
行
き
来
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
と
い
う

の
も
、「
丸
の
内
東
京
ビ
ル
、チ
ッ
ソ
本
社
前
」に
座
り
込
む
場
面
」（『
苦
海
』、 

四
五
七
頁
以
下
）、
石
牟
礼
た
ち
が
配
布
し
て
い
た
「
水
俣
病
都
民
集
会
」
の
ビ

ラ
に
は
、「
鳥
の
羽
毛
よ
り
も
繊
細
な
、
な
ま
ち
ょ
ろ
い
民
衆
の
音
楽
的
感

性
や
日
本
的
叙
情
性
」（『
苦
海
』、
六
六
九
頁
）
で
感
じ
取
ら
れ
た
状
況
全
体
が

こ
う
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

来
る
夜
も
来
る
夜
も
、
黄
金
色
の
轟
音
の
渦
巻
き
の
中
に
眠
り
ま
す
。
神

経
と
い
う
神
経
が
、
そ
の
よ
う
に
し
て
、
う
す
く
う
す
く
そ
ぎ
と
ら
れ
て

ゆ
き
ま
す
。（『
苦
海
』、
四
五
九
頁
）108

こ
れ
は
、「
往
還
道
ち
ゅ
う
の
は
、
ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
つ
な
い
で

ゆ
け
ば
、
世
界
の
涯
ま
で
ゆ
か
る
る
と
で
し
ょ
う
も
ん
」（『
苦
海
』、
三
四
五
頁
）

と
思
い
な
が
ら
、「
帰
ら
ぬ
旅
に
出
た
想
い
の
も
の
た
ち
」
が
記
し
た
文
面

で
あ
る
（『
苦
海
』、
四
五
九
頁
）。
こ
の
文
面
に
は
「
水
俣
病
患
者
た
ち
は
こ
の
ま

ま
故
郷
に
帰
れ
ま
せ
ん
」（『
苦
海
』、
四
五
九
頁
）
と
も
書
か
れ
て
い
た
が
、
そ

う
し
た
心
持
ち
の
な
か
で
は
、
水
俣
の
被
害
民
た
ち
の
音
楽
的
感
性
や
日
本

的
叙
情
性
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
そ
の
感
性
と
叙
情
性
に
よ
っ
て

感
じ
取
ら
れ
て
も
い
る
。
す
な
わ
ち
、
異
な
っ
た
音
が
相
互
浸
透
し
て
一
つ

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
な
し
、
そ
の
な
か
で
一
つ
一
つ
の
音
が
意
味
を
も
つ
こ
と

を
見
抜
い
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
視
線
と
は
別
の
仕
方
で
、「
黄
金
色
の
轟
音
」

と
い
う
他
者
に
襲
わ
れ
な
が
ら
、
そ
の
「
渦
巻
き
」
に
飲
み
込
ま
れ
た
状
況

と
そ
う
し
て
存
在
す
る
自
己
の
開
示
が
相
即
す
る
な
か
、
水
俣
の
エ
ー
ト
ス

に
同
化
し
て
い
た
被
害
民
た
ち
は
自
分
た
ち
の
あ
り
よ
う
を
相
対
化
し
て
見

る
よ
う
に
な
る
。
母
な
る
海
の
不
知
火
か
ら
生
ま
れ
、
そ
の
な
か
に
溶
け
込

ん
で
生
き
て
き
た
被
害
民
た
ち
は
、
東
京
に
溢
れ
る
「
黄
金
色
の
轟
音
の
渦

巻
き
」
の
な
か
で
沸
騰
し
、「
わ
た
く
し
た
ち
の
存
在
そ
の
も
の
が
気
体
と

な
っ
て
立
ち
の
ぼ
る
」。
そ
れ
は
、
自
身
の
眼
を
開
き
直
し
、
つ
ま
り
は
沸

騰
な
き
不
知
火
海
を
ま
な
ざ
し
う
る
よ
う
に
変
容
さ
せ
た
「
浄
化
や
昇
華
と

よ
び
う
る
作
用
の
坩
堝
」
で
あ
っ
た
。

往
路
を
行
き
着
い
た
先
、
東
京
で
の
こ
の
存
在
論
的
出
来
事
こ
そ
、
往
還

道
の
往
路
か
ら
翻
っ
て
還
っ
た
水
俣
を
神
々
の
村
〈
と
し
て
〉
あ
ら
わ
に
す

る
「
ア
ス
ペ
ク
ト
転
換
」
を
も
た
ら
し
た
。

石
牟
礼
は
こ
の
存
在
変
容
を
述
べ
る
に
、
水
俣
病
患
者
と
そ
の
家
族
と
共

に
「
チ
ッ
ソ
本
社
前
」
に
座
り
こ
み
、「
ひ
く
ひ
く
と
地
の
霊
の
ご
と
き
も
の

に
化
身
し
よ
う
と
し
て
、
元
旦
の
満
月
と
ま
み
え
つ
つ
あ
っ
た
」、
そ
う
表
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九
鬼
周
造
「
文
学
の
形
而
上
学
」（
坂
部
恵
編
『
偶
然
性
の
問
題
・
文
芸
論
』
所
収
、
燈

影
舎
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
二
七
三
頁
を
参
照
。 

108 

塩
谷
賢
が
指
摘
す
る
に
、「
黄
金
色
の
轟
音
」
は
利
益
社
会
の
マ
ネ
ー
を
象
徴
し

た
表
現
で
あ
る
。
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現
し
て
い
る
（『
苦
海
』、
四
五
七
頁
）。

も
ち
ろ
ん
、
水
俣
病
患
者
と
そ
の
家
族
、
石
牟
礼
は
東
京
に
潜
む
「
地
の

霊
の
ご
と
き
も
の
」
へ
と
「
化
身
し
よ
う
」
と
し
た
の
で
は
な
い
。
水
俣
史

的
エ
ー
ト
ス
に
育
ま
れ
た
地
霊
性
は
東
京
に
充
満
し
た
「
黄
金
色
の
轟
音
の

渦
巻
き
」
の
な
か
で
発
露
し
た
。

石
牟
礼
が
思
索
し
て
い
た
の
は
、
実
は
「
存
在
者
性
と
音
的
時
間
」
と
の

形
而
上
学
的
連
関
で
あ
っ
た
。
九
鬼
の
芸
術
的
時
間
論
を
参
照
し
よ
う
。

と
も
か
く
も
芸
術
の
時
間
的
性
格
は
現
在
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
そ
の
場
合
に
現
在
と
い
う
の
は
点
の
よ
う
な
現
在
を
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
。
直
観
に
よ
っ
て
輪
郭
づ
け
ら
れ
た
一
定
の
持
続
を

有
っ
た
現
在
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
有
名
な
時
間
論
に
あ
っ
て
、

現
在
は
一
点
に
お
い
て
過
ぎ
行
く
か
ら
延
長
を
欠
い
て
い
る
が
、「
現
前

的
諸
対
象
の
現
在
」（praesens de praesentibus
）
は
直
観
と
し
て
持
続

す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。109 

 水
俣
史
的
地
霊
性
が
基
調
低
音
と
な
る
な
か
、
こ
の
地
に
住
ま
う
被
害
民

た
ち
の
生
が
発
す
る
共
鳴
的
リ
ズ
ム
こ
そ
、
石
牟
礼
と
そ
の
作
品
『
苦
海
浄

土
』
の
存
在
を
意
味
づ
け
る
開
放
的
時
間
性
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
開
放
的

リ
ズ
ム
に
育
ま
れ
た
被
害
民
た
ち
の
「
音
楽
的
感
性
」
は
（『
苦
海
浄
土
』、
六
六
九

頁
）、
水
俣
病
的
共
同
実
存
態
の
あ
い
だ
で
「
沈
黙
の
媒
介
」
を
出
来
さ
せ
る

（『
苦
海
浄
土
』、
二
〇
九
頁
、cf. 

二
三
三
頁
）。

声
を
発
し
な
い
世
界
が
、
不
思
議
な
ゆ
た
か
さ
に
た
ゆ
た
い
、
ひ
と
り
の

老
婆
と
、
言
葉
を
も
た
ぬ
、
体
も
う
ご
け
ぬ
子
ど
も
た
ち
の
間
に
魂
が
通

い
あ
う
。
杢
太
郎
と
、
婆
さ
ま
の
会
話
を
媒
体
に
し
て
。
あ
る
い
は
婆
さ

ま
ひ
と
り
の
、き
わ
め
て
無
愛
想
な
も
の
い
い
が
、子
ど
も
た
ち
の
心
に
、

じ
か
に
放
射
す
る
。（『
苦
海
』、
二
〇
九
頁
）

胎
児
性
水
俣
病
を
患
っ
た
子
供
た
ち
は
、
超
越
神
と
は
別
の
仕
方
で
沈
黙

と
い
う
メ
タ
フ
ォ
ニ
ー
を
発
し
な
が
ら
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
の
媒
介
性
を

発
揮
す
る
。
そ
れ
は
、
水
俣
史
的
地
霊
性
が
地
べ
た
に
息
づ
い
て
奏
で
る
基

調
低
音
110

、
す
な
わ
ち
、
沈
黙
の
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
媒
介
性
の
な
か
で
石
牟
礼
が
子
供
た
ち
か
ら
受
け
取
っ
た
言

葉
、「
石
牟
礼
道
子
と
水
俣
病
の
出
会
い
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
」
の
こ
と
を

池
澤
は
こ
う
説
明
す
る （
池
澤
解
説
、
七
五
九
頁
） 

。

彼
女
は
こ
れ
に
似
た
言
葉
の
片
々
を
漁
民
た
ち
か
ら
聞
い
て
だ
ろ
う
。
そ

の
心
の
内
を
聞
き
取
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
す
べ
て
彼
女
を
経
由

し
て
、
修
辞
的
加
工
を
経
て
、
彼
女
自
身
の
声
と
な
っ
て
出
て
き
た
も
の

だ
。（
池
澤
解
説
、
七
五
九
頁
）

石
牟
礼
と
い
う
作
家
と
『
苦
海
浄
土
』
と
い
う
作
品
の
「
現
存
在
」
に
お
い

て
機
能
す
る
水
俣
史
的
か
つ
水
俣
病
的
な
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
文
学
的
ロ
ゴ
ス
、
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九
鬼
周
造
「
文
学
の
形
而
上
学
」（
坂
部
恵
編
『
偶
然
性
の
問
題
・
文
芸
論
』
所
収
、
燈

影
舎
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
二
七
七
頁
を
参
照
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張
政
遠
「「
形
な
き
も
の
の
形
を
見
る
こ
と
」
と
「
声
な
き
も
の
の
声
を
聞
く
こ

と
」」（『
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
所
収
、
一
三
二
号
、
二
〇
二
三
年
）
の
第
三
節

「
お
わ
り
に
」
の
十
六
頁
を
参
照
。
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こ
れ
が「
彼
女
自
身
の
声
」で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー『
存
在
と
時
間
』で
は「
情

態
的
了
解
」
が
「
ロ
ゴ
ス
」
に
よ
っ
て
分
節
化
さ
れ
る
仕
組
み
が
論
じ
ら
れ

て
い
た
が
111

、
水
俣
の
被
害
民
、
石
牟
礼
、『
苦
海
浄
土
』
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る

現
存
在
的
相
即
に
お
い
て
そ
の
音
楽
的
感
性
や
日
本
的
叙
情
性
は
そ
れ
ら
が

投
げ
込
ま
れ
た
状
況
を
開
示
す
る
或
る
種
の
「
情
態
性
」
で
あ
っ
た
。
そ
う

し
て
開
示
さ
れ
た
「
ほ
と
ん
ど
無
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
て
い
た
い
と
な
み
」、

つ
ま
り
、「
生
命
そ
の
も
の
」は（『
苦
海
』、
五
二
六
頁
）、
杢
太
郎
ら
子
供
た
ち
、

石
牟
礼
た
ち
の
生
を
意
味
づ
け
る
水
俣
史
的
か
つ
水
俣
病
的
な
リ
ズ
ム
を
醸

し
だ
し
、
そ
れ
は
「
渦
を
巻
い
て
循
環
す
る
」
な
か
で
お
の
ず
と
時
熟
す
る

開
放
的
か
つ
共
鳴
的
な
時
間
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
共
鳴
的
で
開
放
的
な
時
間
の
循
環
性
に
お
い
て
そ
の
現
在
か

ら
跳
躍
し
、
苦
海
が
垂
直
的
に
浄
土
と
な
る
瞬
間
的
永
遠
へ
と
み
ず
か
ら
変

容
す
る
形
而
上
学
的
化
身
を
水
俣
病
患
者
た
ち
や
そ
の
家
族
、
石
牟
礼
ら
は

遂
行
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
彼
ら
彼
女
ら
の
こ
う
し

た
瞬
間
的
遂
行
態
は
九
鬼
形
而
上
学
で
論
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
へ
と
も
っ
と
も

近
づ
く
。
と
い
う
の
も
、
み
ず
か
ら
「
生
け
る
芸
術
（art de vivre
）」
と
化

す
〈
い
き
〉
な
孤
悲
人
二
人
の
瞬
間
的
永
遠
を
ま
な
ざ
し
た
九
鬼
は
、「
言
語

に
よ
る
時
間
芸
術
」
と
い
う
「
文
学
の
本
質
」
に
照
ら
し
て
「
宗
教
と
芸
術
」

の
類
似
性
を
認
め
、
こ
う
述
べ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

宗
教
に
あ
っ
て
は
永
遠
の
今
と
い
う
も
の
が
現
実
性
を
有
っ
て
来
る
。
現

在
の
今
が
無
限
の
深
み
を
有
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
芸
術
の
時
間
的

性
格
が
現
象
学
的
現
在
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
宗
教
の
時
間
的
性
格
は
特

に
形
而
上
学
的
現
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
て
そ
こ
に

宗
教
と
芸
術
と
に
類
似
の
面
が
見
ら
れ
る
。112 

「
死
に
ゆ
く
魂
の
哀
憐
さ
に
化
身
し
て
語
ろ
う
と
す
る
も
の
」
で
あ
る
石

牟
礼
『
苦
海
浄
土
』
は
（『
苦
海
』、
二
三
三
頁
）、〝
宗
教
な
き
宗
教
芸
術
〞
の
現

存
在
な
の
か
、
あ
る
い
は
現
存
在
と
も
呼
び
え
な
い
何
か
だ
っ
た
の
か
。

こ
の
問
い
は
、〝Seyn

〞
と
は
別
の
仕
方
で
「
ほ
と
ん
ど
無
の
よ
う
に
み
な

さ
れ
て
い
た
い
と
な
み
」
を
生
起
さ
せ
る
「
海
」
と
「
絶
対
無
」
と
は
何
か
を

吟
味
す
る
な
か
、『
苦
海
浄
土
』
と
い
う
書
名
が
選
ば
れ
た
理
由
を
探
り
つ

つ
、
続
稿
で
と
り
あ
げ
る
。
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九
鬼
周
造
「
文
学
の
形
而
上
学
」（
坂
部
恵
編
『
偶
然
性
の
問
題
・
文
芸
論
』
所
収
、
燈

影
舎
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
七
七
頁
を
参
照
。
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『
戦
争
の
哲
学
：
自
由
・
理
念
・
講
和
』（
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
二
年
）
の
§
16

「
実
践
的
推
論
、
ア
ス
ペ
ク
ト
、
手
元
性
」
を
参
照
。 
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凡
例原

書
の

に
よ
る
強
調
に
は
傍
点
を
付
し
た
。
太
字
に
よ
る
強
調
と

〔
〕の
補
足
は
引
用
者
。
略
号
の

は
、ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
ク
ロ
ス
タ
ー

マ
ン
社
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
全
集
第
六
五
巻
『
哲
学
へ
の
寄
与
：

性
起
に
つ
い
て
』
を
示
し
、
つ
づ
け
て
参
照
し
た
頁
数
あ
る
い
は
節
数
を
付

し
た
。
慣
例
に
従
い
、
文
中
の
敬
称
は
省
略
し
た
。
ご
寛
恕
を
請
う
次
第
で

あ
る
。

﹇
付
記
﹈
日
本
比
較
文
学
会
東
北
支
部
会
（
二
〇
二
二
年
九
月
十
日
、
ハ
ー
ネ

ル
仙
台
）
で
の
発
表
「
名
も
な
き
民
の
脱
底
と
沈
黙
す
る
神
：
苦
海
の
時
間

と
歴
史
を
め
ぐ
っ
て
」
お
よ
び
哲
学
論
集
研
究
会
（
二
〇
二
二
年
十
一
月
二

十
日
、
弘
前
大
学
）
で
の
発
表
「
石
牟
礼
道
子
『
苦
海
浄
土
』
の
オ
デ
ュ
ッ
セ

イ
ア
：
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
と
九
鬼
形
而
上
学
に
照
ら
し
て
」
を
行
な
っ
た

さ
い
、
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
く
だ
さ
っ
た
伊
藤
豊
さ
ん
、
塩
谷
賢
さ
ん
、
張

政
遠
さ
ん
、
泉
谷
安
規
さ
ん
、
橋
本
凛
く
ん
に
記
し
て
感
謝
し
ま
す
。


